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石
見
神
楽
の
演
目「
鐘
馗
」の
形
成
と
内
容

A
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安
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　
鍾
馗
　
民
俗
芸
能
　
石
見
神
楽
　
島
根
県

要
旨

　
中
国
唐
代
の
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
鍾
馗
は
、
日
中
両
国
で
防
疫
厄
除
等
の
神
と
し
て
民
間
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
、
中

世
以
降
、
絵
画
や
護
符
、
つ
く
り
も
の
な
ど
、
広
く
受
容
し
て
き
た
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
島
根
県
西
部
の
民
俗

芸
能
、
石
見
神
楽
の
演
目
の
う
ち
、
鍾
馗
が
主
役
と
な
る
演
目
「
鐘
馗
」
を
と
り
あ
げ
、
石
見
地
域
の
浜
田
以
東
で
確
認
で
き
る
近
世

期
の
役
指
帳
や
近
代
以
降
の
台
本
か
ら
、
演
目
の
そ
の
形
成
と
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
演
目
「
鐘
馗
」
に
つ
い

て
、
一
般
的
に
『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
あ
る
蘇
民
将
来
伝
説
と
、
謡
曲
「
鍾
馗
」
が
合
わ
さ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て

き
た
。
近
世
期
の
役
指
帳
か
ら
は
、
当
地
域
に
お
い
て
演
目
「
鐘
馗
」
は
、
一
八
世
紀
の
中
頃
に
は
既
に
神
楽
の
演
目
と
し
て
確
立
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
近
代
以
降
の
台
本
を
（
一
）
登
場
人
物
と
そ
の
正
体
、（
二
）
神
の
採
り
物
と
表
象
、（
三
）
神
楽
歌
、（
四
）

胴
取
り
（
大
太
鼓
）
と
の
掛
け
合
い
に
つ
い
て
注
目
し
て
比
較
す
る
と
、
四
つ
の
地
域
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
内
容
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
演
目
は
、「
シ
ョ
ウ
キ
」
と
い
う
神
が
、
一
切
の
病
を
司
る
鬼
を
退
治
す
る
こ
と
が
主
題
の
舞
で
あ

り
、
謡
曲
と
の
関
連
性
は
限
定
的
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
石
見
地
域
内
外
の
類
似
演
目
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
当
地

に
お
け
る
民
間
信
仰
や
神
楽
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
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序
中
国
唐
代
の
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
鍾
馗
へ
の
信
仰
は
、
玄
宗
皇
帝
が
瘧
に
か
か
っ
た
際
に
、
鍾
馗
と
名
乗
る
大
鬼
が
、
小
鬼
を
捕
ら

え
て
喰
ら
っ
た
夢
か
ら
覚
め
る
と
、
病
は
癒
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
大
鬼
の
姿
を
画
家
の
呉
道
子
（
呉
道
玄
）
に
描
か
せ
た
こ
と
に

は
じ
ま
る
。
呉
道
子
が
描
い
た
鍾
馗
図
像
は
、
玄
宗
皇
帝
の
時
代
以
降
、
年
末
に
暦
と
と
も
に
臣
下
へ
下
賜
さ
れ
、
門
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
た
り
、
悪
疫
除
け
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
り
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
吉
祥
招
福
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
に

お
い
て
も
、
中
世
以
降
、
悪
疫
除
け
の
神
と
し
て
民
間
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
。

日
中
の
比
較
か
ら
み
た
鍾
馗
信
仰
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
劉
穎
が
詳
し
く
検
討
し
て
い
る（

（
（

ほ
か
、
絵
画
史
や
美
術
・
工
芸
史
、
年
中
行

事
や
信
仰
と
し
て
の
民
俗
史
や
、
日
本
に
お
け
る
中
世
神
話
を
中
心
と
し
た
宗
教
史
な
ど
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り（

（
（

、
日
中
両
国
に
お

い
て
比
較
的
な
じ
み
深
い
テ
ー
マ
だ
と
い
え
る
。

二
〇
二
〇
年
以
降
、
世
界
的
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
国
内
で
は
鍾
馗
を
含
め
た
神

仏
、
妖
怪
、
呪
符
・
護
符
な
ど
、「
禍
い
」
や
「
祈
り
」
に
関
す
る
事
物
・
事
象
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
。
二
〇
二
二
年
の
松
尾
恒
一
「
餓

鬼
・
孤
魂
―
祀
り
手
の
な
い
死
霊
―
と
疫
病
」
や
、
二
〇
二
三
年
の
伊
藤
慎
吾
に
よ
る
口
頭
発
表
「
日
本
に
お
け
る
鍾
馗
像
の
展
開
」（

（
（

で

は
、
鍾
馗
の
絵
画
資
料
等
の
事
例
に
加
え
て
、
民
俗
芸
能
の
事
例
と
し
て
島
根
県
西
部
に
伝
承
さ
れ
る
、
石
見
神
楽
の
演
目
「
鐘
馗
」（

（
（

を

と
り
あ
げ
た
。

こ
の
演
目
は
、
中
国
の
鬼
神
で
あ
る
鍾
馗
と
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
が
習
合
し
た
「
神し
ん

」
が
、
疫え
き
し
ん神
と
い
う
「
鬼
」
を
退
治
す
る
一
神

一
鬼
の
舞
で
、
神
社
祭
礼
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
る
奉
納
神
楽
で
舞
わ
れ
る
演
目
の
な
か
で
も
、
重
要
度
が
高
い
演
目
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
石
見
神
楽
の
演
目
「
鐘
馗
」
の
形
成
の
道
筋
に
つ
い
て
、
謡
曲
と
の
比
較
や
、
残
さ
れ
た
台
本
か
ら
考
察
し
、
今
後
の

石
見
神
楽
の
演
目
お
よ
び
台
本
研
究
へ
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。
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一
　
石
見
神
楽
に
つ
い
て

石
見
神
楽
は
、
島
根
県
西
部
お
よ
び
広
島
県
北
部
に
伝
承
さ
れ
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
。
一
般
的
に
石
見
神
楽
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
蛇

胴
を
操
り
口
か
ら
花
火
を
噴
く
大
蛇
や
、
豪
華
絢
爛
な
衣
裳
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

石
見
神
楽
に
つ
い
て
、
山
路
興
造（

（
（

が
、

　

現
在
一
般
に
、「
石
見
神
楽
」と
い
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
る
か
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
は
（
略
）
八
岐
の
大
蛇
が
数
匹
、
舞
台

狭
し
と
暴
れ
回
り
、
最
後
に
素
戔
嗚
尊
に
退
治
さ
れ
る
「
八
岐
大
蛇
」
を

思
い
浮
か
べ
る
。

と
述
べ
る
よ
う
に
〔
山
路　

二
〇
一
四　

五
一
〕、
石
見
神
楽
の
代
名
詞
と
し

て
演
目
「
大
蛇
」
を
挙
げ
る
こ
と
に
否
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
。
一
方
で
、
対

外
的
に
舞
う
機
会
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
地
元
で
「
大
蛇
」
に
比
肩
す
る
人
気

を
誇
り
続
け
て
き
た
演
目
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
鐘
馗
」【
画
像
1
】
で
あ
る
。

近
世
期
の
石
見
地
域
の
社
会
と
神
楽
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
石
見
神
楽
の
演

目「
大
蛇
」の
誕
生
―
オ
ロ
チ
が
物
語
る
石
見
神
楽
の
文
化
と
技
術
―
」お
よ
び

「
石
見
神
楽
社
中
に
よ
る
祭
典
奏
楽
と
神
楽
奏
楽
の
関
係
性
」（

（
（

で
概
述
し
て
い

る
が
、
石
見
銀
山
料
・
浜
田
藩
・
津
和
野
藩
が
そ
れ
ぞ
れ
領
地
支
配
し
て
お
り
、

浜
田
・
津
和
野
両
藩
で
は
、
割
元
庄
屋
が
統
括
す
る「
組
」
が
人
び
と
の
生
活
基

盤
の
単
位
だ
っ
た
。
そ
の
「
組
」
の
う
ち
、
さ
ら
に
近
郷
数
ヶ
村
ご
と
に
神
職
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【画像 1】石見神楽「鐘馗」（1940年代撮影、熱田神社蔵）
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等
が
集
ま
っ
て
、
祭
礼
や
神
楽
奉
納
を
執
行
し
て
い
た
こ
と
が
近
世
史
料
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
近
代
以
降
、
こ
れ
ら
の
組
は
解
散
し
、

各
神
社
の
神
職
が
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
・
有
志
に
神
楽
舞
を
指
導
し
た
こ
と
で
、
現
在
の
石
見
神
楽
の
礎
が
築
か
れ
た
。

当
地
域
の
神
楽
は
、
全
国
的
に
知
名
度
の
高
い
「
花
祭
」
や
「
い
ざ
な
ぎ
流
の
神
楽
」
等
と
比
べ
て
、
神
楽
舞
そ
の
も
の
に
呪
術
的
な
所

作
や
祭
文
と
い
っ
た
要
素
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
大
太
鼓
・
小
太
鼓
・
手
拍
子（
銅
拔
子
型
の
鉦
）
と
笛
に
よ
る
奏
楽
と
神
楽
歌
に
合
わ

せ
て
、
拝
殿
や
舞
殿
等
に
竹
で
組
ま
れ
た
天
蓋
の
下
お
お
よ
そ
二
間
四
方
の
舞
庭
を
、
周
回
・
旋
回
が
中
心
の
道み
ち
ゆ
き行
と
、
採
り
物
を
持
っ

た
所
作
で
舞
う
。
中
国
地
方
の
神
楽
で
特
徴
的
な
五
行
の
舞
や
、
大
元
信
仰
に
根
ざ
し
た
舞
の
ほ
か
、
多
く
の
演
目
を
有
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
神
楽
舞
は
、
近
世
末
以
降
、
江
の
川
流
域
や
石
見
街
道
と
い
っ
た
山
陰
・
山
陽
を
結
ぶ
街
道
筋
に
よ
っ
て
広
島
県
北
部
へ
も
伝
播

し
、
中
国
地
方
で
行
わ
れ
る
神
楽
競
演
大
会
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
旧
舞
」「
新
舞
」
の
芸
態
を
生
み
出
し
た
。

神
職
が
舞
っ
て
い
た
神
楽
舞
の
う
ち
、
直
面
で
神
楽
鈴
や
扇
子
、
剣
、
御
幣
な
ど
を
採
り
物
と
し
た
儀
礼
的
な
演
目
を
「
儀
式
舞
」、

主
に
着
面
で
、
記
紀
神
話
や
古
典
を
も
と
に
演
劇
風
に
構
成
さ
れ
た
演
目
を
「
能
舞
」
と
、
今
日
で
は
呼
び
、
多
く
の
神
楽
団
体
が
こ
の

「
儀
式
舞
」と「
能
舞
」を
伝
承
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
代
表
的
な
演
目
は
、
一
九
五
四
年
に
発
売
さ
れ
た
代
表
的
な
テ
ク
ス
ト『
校
定

石
見
神
楽
台
本
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
　
石
見
神
楽
の
演
目
「
鐘
馗
」
と
謡
曲
「
鍾
馗
」

石
見
神
楽
の
伝
承
地
域
で
は
、
氏
神
社
の
祭
礼
や
大
元
神
社
の
式
年
祭
等
で
、
ほ
ぼ
必
ず
演
目
「
鐘
馗
」
が
奉
納
さ
れ
て
き
た
。
伝
承

活
動
の
当
事
者
の
小
川
徹
は
、「
鐘
馗
」が
数
あ
る
演
目
の
な
か
で
も
重
要
視
さ
れ
る
舞
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
芸
態
の
特
徴
や
石
見
神

楽
面
、
石
見
神
楽
衣
裳
等
の
伝
播
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た（

（
（

。

石
見
神
楽
伝
承
地
域
で
は
、
浜
田
地
域
か
ら
海
岸
部
に
か
け
て
、
鐘
馗
も
疫
神
も
と
も
に
着
面
の
舞
で
あ
る
。
鐘
馗
は
厳
め
し
い
面
相

に
豊
か
な
髭
を
た
く
わ
え
、
頭
に
は
幞ぼ
く
と
う頭
の
二
脚
の
紐
が
剣
の
よ
う
に
誇
張
さ
れ
た
専
用
の
唐
冠
を
か
ぶ
る
。
謡
曲
「
鍾
馗
」
の
よ
う
な

黒
髪
は
つ
け
な
い
。
疫
神
は
目
と
口
を
大
き
く
開
い
た
男
鬼
の
面
を
つ
け
る
。
こ
ち
ら
は
頭
に
ガ
ッ
ソ
と
呼
ぶ
シ
ュ
ロ
皮
や
、
ヤ
ク
・
馬

― 237 （ 4 ） ―
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の
毛
で
つ
く
っ
た
黒
髪
を
つ
け
る
。

一
方
、
山
間
部
で
は
、
鐘
馗
が
着
面
す
る
地
域
と
し
な
い
地
域
と
が
あ
り
、
前
者
は
浜
田
地
域
に
倣
っ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
後

者
は
直
面
で
角つ
の
か
ざ飾
り
と
呼
ぶ
烏
帽
子
に
タ
ク
リ
を
み
ず
ら
様
に
巻
き
つ
け
た
も
の
を
か
ぶ
る
。
疫
神
は
、
邑
南
町
市
木
地
区
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
柿
渋
色
あ
る
い
は
ベ
ン
ガ
ラ
色
を
し
た
面
で
、
眉
や
顎
な
ど
に
毛
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
小
川
は
、
鐘
馗
と
疫
神
（
た
だ
し
般
若

面
）
の
木
彫
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
浜
田
地
域
で
は
近
世
期
か
ら
鐘
馗
・
疫
神
と
も
に
着
面
の
舞
で
、
邑
智
郡
周
辺
で
は
鐘
馗
の
木
彫
面

が
見
ら
れ
ず
、
疫
神
の
み
が
着
面
の
舞
で
、
の
ち
に
浜
田
市
長
浜
か
ら
鐘
馗
の
面
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
〔
小
川　

二
〇
二
二　

三
〇
―
三
一
〕。

芸
態
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
邑
智
郡
周
辺
で
は
、
疫
神
が
神
楽
面
を
使
い
、
鐘
馗
は
直
面
か
、
浜
田
市
長
浜
地
区
由
来
の
神
楽
面
を

付
け
る
二
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
直
面
の
ほ
う
が
古
い
形
を
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
浜
田
地
域
周
辺
で
は
、
鐘
馗
・
疫
神
と
も
に
伝

統
的
に
着
面
の
舞
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
地
域
で
も
、
疫
神
が
暴
れ
回
る
シ
ー
ン
は
、
体
内
を
病
が
蝕
む
よ
う
な
怖
気
を
感
じ
さ
せ
る
。

石
見
神
楽
の
他
の
演
目
と
異
な
る
の
は
、
出
掛
け
の
後
の
神し
ん
ま
い舞
が
、
茅
の
輪
を
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
四
方
を
探
る
よ
う
な
所
作
（「
探

り
」）
で
、
ゆ
っ
く
り
と
重
み
を
持
っ
た
所
作
や
ジ
リ
ジ
リ
と
摺
り
足
で
周
回
す
る
道み
ち
ゆ
き行
が
長
い
こ
と
、
鬼
が
神
楽
幕
を
起
点
に
「
幕
切

り
」
と
い
う
所
作
を
す
る
こ
と
、
神
と
鬼
が
背
中
合
わ
せ
に
探
り
を
入
れ
る
場
面
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
神
一
鬼
の
舞
な
が
ら
、
短
縮

す
る
こ
と
な
く
舞
え
ば
一
時
間
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
石
見
神
楽
衣
裳
が
、
細
川
勝
三
に
よ
り
大
正
末
期
頃
に
成
立
し
た
こ
と
で
、
神
楽
団
体
の
有
す
る
神
楽
衣
裳
の
中
で
も
一
番
高

価
か
つ
豪
奢
で
重
い
「
鐘
馗
」
専
用
の
衣
裳
が
で
き
た
こ
と
も
興
味
深
い
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
演
目
「
鐘
馗
」
は
、
謡
曲
「
鍾
馗
」（

（
（

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
謡
曲

の
影
響
は
限
定
的
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

謡
曲「
鍾
馗
」
は
、
作
者
・
成
立
年
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
典
型
的
な
複
式
夢
幻
能
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
唐
土
終
南

山
の
麓
に
住
む
旅
人（
ワ
キ
）が
都
へ
上
る
途
中
で
、
怪
士
の
面
を
か
け
た
物
凄
ま
じ
げ
な
者（
前
シ
テ
）に
呼
び
止
め
ら
れ
、「
悪
鬼
を
亡

ぼ
し
国
土
を
守
ら
ん
」〔
観
世　

二
〇
一
四　

二
〕
と
の
誓
願
を
立
て
た
鍾
馗
の
亡
霊
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
る
。
旅
人
が
法
華
経
を
読
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誦
し
て
鍾
馗
の
亡
霊
を
弔
っ
て
い
る
と
、
小
癋
見
の
面
に
赤
頭･

唐
冠
の
姿
を
し
た
鍾
馗
の
精
霊
（
後
シ
テ
）
が
顕
れ
、「
寶
劍
光
す
さ
ま

し
く
日
月
影
お
ろ
そ
か
に
松
嵐
梢
を
拂
ふ
が
ご
と
く　

悪
鬼
の
乱
れ
恐
れ
去
」
る
〔
観
世　

二
〇
一
四　

五
―
六
〕、
誓
願
の
威
力
を
見
せ

る
力
強
い
曲
趣
の
演
目
で
あ
る
。
鍾
馗
の
亡
霊
が
、
ワ
キ
に
法
華
経
を
読
誦
さ
れ
る
こ
と
で
悪
心
を
翻
し
、
王
道
守
護
・
国
土
守
護
の
誓

願
を
立
て
て
神
力
を
顕
す
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
仏
教
的
な
解
釈
の
も
と
に
鍾
馗
の
伝
説
を
再
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

石
見
神
楽
の
演
目「
鐘
馗
」
は
、
成
立
年
や
作
者
等
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
現
存
最
古
の
資
料
で「
明
和
八
年
卯
歳
十
月
廿
八
日　

夜
神

楽
規
式
神
役　

注
連
主
郷
原
大
膳
」（
一
七
七
一
、
江
津
市
松
川
町
上
津
井
）
に
見
え
る
。
旧
・
邑
智
郡
桜
江
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査

で
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
、
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
）、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
、
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
）、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
、

江
津
市
桜
江
町
井
沢
）、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
、
邑
智
郡
邑
南
町
市
木
）、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
、
邑
智
郡
川
本
町
三
原
）、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
、
邑
智
郡
美
郷
町
布
施
）
の
大
元
神
の
式
年
祭
に
お
け
る
役
指
帳
等
の
資
料
で
「
シ
ョ
ウ
キ
」
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

こ
れ
に
加
え
て
、
筆
者
が
浜
田
市
内
お
よ
び
大
元
神
楽
伝
承
館
（
江
津
市
桜
江
町
市
山
四
八
一
）
で
収
集
し
た
役
指
帳
が【
表
1
・
上
段
】

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
当
地
域
に
お
い
て
演
目
「
鐘
馗
」
は
、
一
八
世
紀
の
中
頃
に
は
既
に
神
楽
の
演
目
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
役
に
は
二
人
の
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
謡
曲
同
様
に
鐘
馗
と
旅
人
（
ワ
キ
）
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

近
現
代
の
各
地
の
神
楽
台
本
や
舞
の
伝
承
か
ら
、
神
（
鐘
馗
）
と
鬼
（
疫
神
）
の
一
神
一
鬼
の
舞
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
神

楽
台
本
の
検
討
は
後
述
す
る
が
、
神
楽
に
お
け
る
主
題
は
、
神
が
剣
に
よ
っ
て
鬼
を
退
治
す
る
こ
と
に
あ
る
。
謡
曲
で
は
、
最
後
の
場
面

で
鍾
馗
が
舞
台
か
ら
橋
掛
、
脇
座
へ
と
激
し
く
舞
い
、
切
り
つ
け
る
所
作
や
拍
子
を
踏
み
な
が
ら

シ
テ
〽
禁
裏
雲
居
の
樓
閣
の

地
謡
〽
此
處
や
彼
處
に
遍
満
し

シ
テ
〽
或
は
玉
殿

地�

謡
〽
廊
下
の
下
御
階
の
下
ま
で
も
御
階
の
下
ま
で
も　

剱
を
潜
め
て
忍
び
〳
〵
に
索
む
れ
ば　

案
の
如
く　

鬼
神
ハ
通
力
失
せ　
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現
れ
出
づ
れ
ば
忽
ち
に　

ず
だ
〳
〵
に
切
り
放
し
て　

目
の
あ
た
り
な
る　

そ
の
勢
ひ
た
ゞ
こ
の
剱
の
威
光
と
な
つ
て　

天
に
輝

き
地
に
遍
く　

を
さ
ま
る
國
土
な
る
事
治
ま
る
國
土
と
な
る
事
も　

げ
に
あ
り
が
た
き
誓
ひ
か
な　

げ
に
あ
り
が
た
き
誓
ひ
か
な

と
謡
い
去
っ
て
行
く
〔
観
世　

二
〇
一
四　

七
〕。
こ
の
場
面
を
神
楽
化
し
た
も
の
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

特
に
石
見
神
楽
で
は
、
一
神
一
鬼
の
舞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
だ
け
で
は
な
く
鬼
の
役
も
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
一
八
九
〇
年

代
後
期
に
、
石
見
神
楽
蛇
胴
を
開
発
し
た
植
田
晃
司
は
、
石
見
神
楽
長
浜
社
中
の
舞
手
の
な
か
で
も
「
鐘
馗
」
の
疫
神
の
名
手
だ
っ
た
。

孫
の
倫
吉
は
、「
じ
い
さ
ん
の
舞
う
鬼
は
い
か
に
も
恐
ろ
し
げ
だ
っ
た
。」（

（1
（

「
植
田
（
晃
司
）
の
鬼
は
、
本
当
バ
タ
バ
タ
う
ご
か
ん
こ
ー
に
恐

ろ
し
い
っ
て
皆
言
い
よ
っ
て
ね
、
ヤ
ジ
る
の
に『
オ
オ
、
鐘
馗
負
け
る
な
よ
』（
と
観
客
が
言
っ
て
い
た
と
）
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。」

と
語
る（

（1
（

。
三
　
台
本
か
ら
み
る
演
目
「
鐘
馗
」
の
形
成
と
内
容

演
目
「
鐘
馗
」
の
全
体
的
な
構
成
は
、「
能
舞
」
の
演
目
の
な
か
で
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
構
成
を
し
て
い
る
。
神
歌
・
神
舞
→
神
の
口
上

（
名
の
り
と
神
が
出
て
き
た
理
由
）
→
神
舞
（「
探
り
」
の
所
作
）
の
中
段
か
ら
鬼
が
登
場
す
る
→
神
・
鬼
（「
探
り
」
の
所
作
）
の
舞
→
神
と

鬼
が
出
会
う
→
神
は
中
入
り
・
鬼
舞
→
神
が
再
び
出
て
く
る
→
神
と
鬼
の
問
答（
名
の
り
と
出
て
き
た
理
由
）
→
立
ち
合
い
→
神
が
茅
の
輪

と
宝
剣
で
鬼
を
退
治
す
る
→
神
の
舞
い
上
げ
（
よ
ろ
こ
び
の
歌
・
舞
）、
と
い
う
展
開
を
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
演
目
「
鐘
馗
」
の
内
容
に
つ
い
て
、

　

か
つ
て
素
戔
嗚
尊
は
唐
国
に
渡
っ
た
と
き
に
鐘
馗
大
神
と
名
乗
り
、
虚き
ょ
も
う耗
と
い
う
悪
を
退
治
し
た
。
そ
の
怨
念
や
眷
属
が
日
本
へ

渡
っ
て
き
て
庶
民
を
悩
ま
し
て
い
る
の
で
、
素
戔
嗚
尊
は
疫
神
と
対
峙
す
る
。
疫
神
は
一
切
の
病
を
掌
っ
て
お
り
、
や
っ
て
き
た
か
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【
表

１
】

役
指

帳
・

台
本

一
覧

ＮＮ
ｏｏ
..

和和
暦暦

西西
暦暦

日日
付付

地地
域域

現現
在在
のの
地地
域域
名名

題題
記記

演演
目目
名名

配配
役役

(1
)
（
享
保
元
）

(1
7
1
6
年
)

邑
智
郡
田
所
村

邑
智
郡
邑
南
町

神
楽
舞
目
録

商
貴

2
明
和
八
辛
卯
歳

1
7
7
1
年

十
月
廿
八
日

邑
智
郡
上
津
井
村

江
津
市
桜
江
町

夜
神
楽
規
式
神
役
　
注
連
主
　
郷
原
大
膳
　
是
ハ
上
□
大

屋
神
楽
之
役
帳
兼
神
書
此
内
ニ
有

鐘
馗
大
臣

原
田
氏
・
佐
仲

3
天
明
元
巳
年

1
7
8
1
年

九
月
首
十
辰

邑
智
郡

太
元
尊
神
夜
神
楽
役
指
覚
帳

鐘
馗

増
見
・
山
城

4
天
保
十
年

1
8
3
9
年

亥
十
月
中
九
日

邑
智
郡

大
元
尊
神
御
神
楽
御
役
指

鐘
馗

大
田
・
美
佐
穂

5
安
政
六
巳
未
歳

1
8
5
9
年

九
月
廿
日

那
賀
郡
市
木
村

浜
田
市
旭
町

於
馬
場
八
幡
宮
大
元
大
明
神
御
神
楽
役
指
帳

鐘
馗

求
馬
・
但
馬

6
安
政
六
歳

1
8
5
9
年

長
月
中
九
日

邑
智
郡
大
貫
村

江
津
市
桜
江
町

大
元
大
明
神
御
神
楽
役
徴

疫
病
退
治

7
文
久
元
年

1
8
6
1
年

霜
月
八
日

邑
智
郡

大
元
大
明
神
御
神
楽
役
差
帳

鐘
馗

三
浦
氏
・
坂
根
氏

8
慶
應
三
丁
卯
年

1
8
6
7
年

十
月
廿
八
日
頃

那
賀
郡
内
村

浜
田
市

厄
災
退
除
大
解
除
神
式
次
第

鐘
旭

9
明
治
三
庚
午

1
8
7
0
年

閏
十
月
廿
八
日

邇
摩
郡
波
積
本
郷

江
津
市
波
積

大
元
尊
神
御
神
楽
御
役
指
記
　
注
連
主
波
積
本
郷
大
宮
司
　

郷
原
肥
後
守
従
五
位
藤
原
□
幸
久

鐘
馗

湯
浅
眞
菅
・
湯
浅
遠
江

1
0
明
治
五
壬
申

1
8
7
2
年

九
月
八
日

邑
智
郡
布
施
村

邑
智
郡
美
郷
町

田
立
神
社
御
神
楽
役
記

鐘
馗

城
月
餘
茂
工
・
三
上
好
任

1
1
明
治
廿
三
年

1
8
9
0
年

寅
十
月
四
日

邑
智
郡
布
施
村
比
敷

邑
智
郡
美
郷
町

八
幡
宮
御
神
楽
舞
役
記

鐘
馗

1
2
大
正
十
一
年

1
9
2
2
年

十
一
月
廿
五
日

邑
智
郡
市
山
村

江
津
市
桜
江
町

大
元
神
社
神
楽
式
年
祭
役
指
帳

鐘
馗

1
3
昭
和
二
十
年

1
9
4
5
年

拾
壱
月
□
六
日

邑
智
郡
日
貫
村

邑
智
郡
邑
南
町

神
楽
人
役
帳
　
福
原

正
気

神
田
春
市
・
岩
本
吉
兵
衞

1
4
昭
和
二
十
一
年

1
9
4
6
年

十
月
十
四
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
神
社
式
年
祭

鐘
旭

吉
原
区

1
5
昭
和
二
十
四
年

1
9
4
9
年

十
月
十
五
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭

鐘
旭

1
6
昭
和
二
十
八
年

1
9
5
3
年

十
一
月
十
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭

鐘
旭

泊
里
区

1
7
昭
和
二
十
九
年

1
9
5
4
年

十
一
月
六
日

邑
智
郡
日
貫
村

邑
智
郡
邑
南
町

神
楽
奉
納
帳
　
山
之
内
舞
子
連
中

鐘
馗

大
岡
恒
雄
・
東
保
雄

1
8
昭
和
三
十
二
年

1
9
5
7
年

十
月
十
三
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭
御
祭
典

鐘
旭

町
区

1
9
昭
和
三
十
六
年

1
9
6
1
年

十
月
十
三
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭

鐘
旭

福
原
区

ＮＮ
ｏｏ
..

和和
暦暦

西西
暦暦

日日
付付

地地
域域
名名

現現
在在
のの
地地
域域
名名

題題
記記

演演
目目
名名

資資
料料
・・
出出
典典

1
明
治
十
七
年
頃

1
8
8
4
年

浜
田
市
内
村

浜
田
市

藤
井
宗
雄
　
牛
尾
弘
篤
　
更
訂
　
神
楽
の
声
　
領
家
伊
𠮷𠮷
　

蔵
し
よ
う
き

墨
書

2
大
正
拾
五
年

1
9
2
6
年

拾
月
改
装

邑
智
郡
三
原
村

邑
智
郡
川
本
町

神
楽
舞
歌
集
　
三
原
村
　
湯
浅
氏

鐘
馗

（
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
P
.1
9
9
）

3
昭
和
二
年

1
9
2
7
年

拾
月
𠮷𠮷
日

那
賀
郡
漁
山
村

浜
田
市

島
根
県
石
見
国
那
賀
郡
漁
山
村
　
小
川
市
郎

鐘
鬼

墨
書

4
昭
和
八
年

1
9
3
3
年

八
月
起

邑
智
郡
市
山
村

江
津
市
桜
江
町

神
代
神
歌
言
立
叢
書
　
牛
尾

鐘
馗

（
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
P
.1
7
8
）

5
昭
和
二
十
一
年
頃

1
9
4
6
年

邑
智
郡
矢
上
村

邑
智
郡
邑
南
町

島
根
縣
邑
智
郡
矢
上
村
　
神
樂
舞
　
矢
上
神
樂
團

鐘
馗

ペ
ン
書
き
（
複
写
）

6
昭
和
二
十
四
年

1
9
5
3
年

二
月

邑
智
郡
乙
原
村

邑
智
郡
美
郷
町

原
田
恒
作
よ
り
原
田
厚
口
伝
に
よ
る
伝
承
　
三
瓶
川
流
神

楽
舞
口
上
帳
　
乙
原
舞
子
連
中

鐘
馗

墨
書
（
複
写
）

7
昭
和
二
十
九
年

1
9
5
4
年

浜
田
市

浜
田
市

「
八
調
子
神
楽
」

鐘
馗

活
版
印
刷
（
『
校
定
石
見
神
楽
台

本
』
P
.8
7
）

8
昭
和
二
十
九
年

1
9
5
4
年

浜
田
市

浜
田
市

「
六
調
子
神
楽
」

鐘
馗

活
版
印
刷
（
『
校
定
石
見
神
楽
台

本
』
P
.1
8
7
）

9
昭
和
三
十
年

1
9
5
5
年

邑
智
郡
市
木
村

邑
智
郡
邑
南
町

荒
木
治
郎
氏
述
　
市
木
神
楽
台
本

鐘
馗

ガ
リ
版
印
刷
（
複
写
）

1
0
昭
和
五
十
五
年

1
9
8
0
年

一
月
𠮷𠮷
日

邑
智
郡
桜
江
町
市
山

江
津
市
桜
江
町

長
谷
川
鐵
男

鐘
馗

墨
書
（
複
写
）

1
1
昭
和
六
十
二
年

1
9
8
7
年

十
二
月

邑
智
郡
宇
都
井
村

邑
智
郡
邑
南
町

旧
宇
都
井
神
楽
団
に
伝
え
ら
れ
た
大
元
神
楽
に
付
い
て
　

宇
都
井
有
起
保
存
会
　
松
島
悟

鐘
馗

ペ
ン
書
き
（
複
写
）

【【
表表
11
・・
上上
段段
】】
役役
指指
帳帳

【【
表表
11
・・
下下
段段
】】
神神
楽楽
台台
本本

※
出
典
：
邑
智
郡
大
元
神
楽
保
存
会
　
一
九
八
二
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
邑
智
郡
桜
江
町
教
育
委
員
会
　
一
四
四
―
一
五
七
、
藤
原
宏
夫
二
〇
一
六
「
島
根
県
浜
田
市
に
お
け
る
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
神
楽
事
情
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
六
〇
　
民
俗
芸
能
学
会
　
三
三
、
な

ら
び
に
別
府
山
八
幡
宮
所
蔵
『
神
楽
の
声
』
、
大
元
神
楽
伝
承
館
蔵
「
竹
内
幸
夫
寄
贈
資
料
」
に
よ
る
。
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【
表

１
】

役
指

帳
・

台
本

一
覧

ＮＮ
ｏｏ
..

和和
暦暦

西西
暦暦

日日
付付

地地
域域

現現
在在
のの
地地
域域
名名

題題
記記

演演
目目
名名

配配
役役

(1
)
（
享
保
元
）

(1
7
1
6
年
)

邑
智
郡
田
所
村

邑
智
郡
邑
南
町

神
楽
舞
目
録

商
貴

2
明
和
八
辛
卯
歳

1
7
7
1
年

十
月
廿
八
日

邑
智
郡
上
津
井
村

江
津
市
桜
江
町

夜
神
楽
規
式
神
役
　
注
連
主
　
郷
原
大
膳
　
是
ハ
上
□
大

屋
神
楽
之
役
帳
兼
神
書
此
内
ニ
有

鐘
馗
大
臣

原
田
氏
・
佐
仲

3
天
明
元
巳
年

1
7
8
1
年

九
月
首
十
辰

邑
智
郡

太
元
尊
神
夜
神
楽
役
指
覚
帳

鐘
馗

増
見
・
山
城

4
天
保
十
年

1
8
3
9
年

亥
十
月
中
九
日

邑
智
郡

大
元
尊
神
御
神
楽
御
役
指

鐘
馗

大
田
・
美
佐
穂

5
安
政
六
巳
未
歳

1
8
5
9
年

九
月
廿
日

那
賀
郡
市
木
村

浜
田
市
旭
町

於
馬
場
八
幡
宮
大
元
大
明
神
御
神
楽
役
指
帳

鐘
馗

求
馬
・
但
馬

6
安
政
六
歳

1
8
5
9
年

長
月
中
九
日

邑
智
郡
大
貫
村

江
津
市
桜
江
町

大
元
大
明
神
御
神
楽
役
徴

疫
病
退
治

7
文
久
元
年

1
8
6
1
年

霜
月
八
日

邑
智
郡

大
元
大
明
神
御
神
楽
役
差
帳

鐘
馗

三
浦
氏
・
坂
根
氏

8
慶
應
三
丁
卯
年

1
8
6
7
年

十
月
廿
八
日
頃

那
賀
郡
内
村

浜
田
市

厄
災
退
除
大
解
除
神
式
次
第

鐘
旭

9
明
治
三
庚
午

1
8
7
0
年

閏
十
月
廿
八
日

邇
摩
郡
波
積
本
郷

江
津
市
波
積

大
元
尊
神
御
神
楽
御
役
指
記
　
注
連
主
波
積
本
郷
大
宮
司
　

郷
原
肥
後
守
従
五
位
藤
原
□
幸
久

鐘
馗

湯
浅
眞
菅
・
湯
浅
遠
江

1
0
明
治
五
壬
申

1
8
7
2
年

九
月
八
日

邑
智
郡
布
施
村

邑
智
郡
美
郷
町

田
立
神
社
御
神
楽
役
記

鐘
馗

城
月
餘
茂
工
・
三
上
好
任

1
1
明
治
廿
三
年

1
8
9
0
年

寅
十
月
四
日

邑
智
郡
布
施
村
比
敷

邑
智
郡
美
郷
町

八
幡
宮
御
神
楽
舞
役
記

鐘
馗

1
2
大
正
十
一
年

1
9
2
2
年

十
一
月
廿
五
日

邑
智
郡
市
山
村

江
津
市
桜
江
町

大
元
神
社
神
楽
式
年
祭
役
指
帳

鐘
馗

1
3
昭
和
二
十
年

1
9
4
5
年

拾
壱
月
□
六
日

邑
智
郡
日
貫
村

邑
智
郡
邑
南
町

神
楽
人
役
帳
　
福
原

正
気

神
田
春
市
・
岩
本
吉
兵
衞

1
4
昭
和
二
十
一
年

1
9
4
6
年

十
月
十
四
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
神
社
式
年
祭

鐘
旭

吉
原
区

1
5
昭
和
二
十
四
年

1
9
4
9
年

十
月
十
五
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭

鐘
旭

1
6
昭
和
二
十
八
年

1
9
5
3
年

十
一
月
十
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭

鐘
旭

泊
里
区

1
7
昭
和
二
十
九
年

1
9
5
4
年

十
一
月
六
日

邑
智
郡
日
貫
村

邑
智
郡
邑
南
町

神
楽
奉
納
帳
　
山
之
内
舞
子
連
中

鐘
馗

大
岡
恒
雄
・
東
保
雄

1
8
昭
和
三
十
二
年

1
9
5
7
年

十
月
十
三
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭
御
祭
典

鐘
旭

町
区

1
9
昭
和
三
十
六
年

1
9
6
1
年

十
月
十
三
日

邑
智
郡
日
貫
村
五
区

邑
智
郡
邑
南
町

大
元
式
年
祭

鐘
旭

福
原
区

Ｎ Ｎ
ｏｏ
..

和和
暦暦

西西
暦暦

日日
付付

地地
域域
名名

現現
在在
のの
地地
域域
名名

題題
記記

演演
目目
名名

資資
料料
・・
出出
典典

1
明
治
十
七
年
頃

1
8
8
4
年

浜
田
市
内
村

浜
田
市

藤
井
宗
雄
　
牛
尾
弘
篤
　
更
訂
　
神
楽
の
声
　
領
家
伊
𠮷𠮷
　

蔵
し
よ
う
き

墨
書

2
大
正
拾
五
年

1
9
2
6
年

拾
月
改
装

邑
智
郡
三
原
村

邑
智
郡
川
本
町

神
楽
舞
歌
集
　
三
原
村
　
湯
浅
氏

鐘
馗

（
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
P
.1
9
9
）

3
昭
和
二
年

1
9
2
7
年

拾
月
𠮷𠮷
日

那
賀
郡
漁
山
村

浜
田
市

島
根
県
石
見
国
那
賀
郡
漁
山
村
　
小
川
市
郎

鐘
鬼

墨
書

4
昭
和
八
年

1
9
3
3
年

八
月
起

邑
智
郡
市
山
村

江
津
市
桜
江
町

神
代
神
歌
言
立
叢
書
　
牛
尾

鐘
馗

（
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
P
.1
7
8
）

5
昭
和
二
十
一
年
頃

1
9
4
6
年

邑
智
郡
矢
上
村

邑
智
郡
邑
南
町

島
根
縣
邑
智
郡
矢
上
村
　
神
樂
舞
　
矢
上
神
樂
團

鐘
馗

ペ
ン
書
き
（
複
写
）

6
昭
和
二
十
四
年

1
9
5
3
年

二
月

邑
智
郡
乙
原
村

邑
智
郡
美
郷
町

原
田
恒
作
よ
り
原
田
厚
口
伝
に
よ
る
伝
承
　
三
瓶
川
流
神

楽
舞
口
上
帳
　
乙
原
舞
子
連
中

鐘
馗

墨
書
（
複
写
）

7
昭
和
二
十
九
年

1
9
5
4
年

浜
田
市

浜
田
市

「
八
調
子
神
楽
」

鐘
馗

活
版
印
刷
（
『
校
定
石
見
神
楽
台

本
』
P
.8
7
）

8
昭
和
二
十
九
年

1
9
5
4
年

浜
田
市

浜
田
市

「
六
調
子
神
楽
」

鐘
馗

活
版
印
刷
（
『
校
定
石
見
神
楽
台

本
』
P
.1
8
7
）

9
昭
和
三
十
年

1
9
5
5
年

邑
智
郡
市
木
村

邑
智
郡
邑
南
町

荒
木
治
郎
氏
述
　
市
木
神
楽
台
本

鐘
馗

ガ
リ
版
印
刷
（
複
写
）

1
0
昭
和
五
十
五
年

1
9
8
0
年

一
月
𠮷𠮷
日

邑
智
郡
桜
江
町
市
山

江
津
市
桜
江
町

長
谷
川
鐵
男

鐘
馗

墨
書
（
複
写
）

1
1
昭
和
六
十
二
年

1
9
8
7
年

十
二
月

邑
智
郡
宇
都
井
村

邑
智
郡
邑
南
町

旧
宇
都
井
神
楽
団
に
伝
え
ら
れ
た
大
元
神
楽
に
付
い
て
　

宇
都
井
有
起
保
存
会
　
松
島
悟

鐘
馗

ペ
ン
書
き
（
複
写
）

【【
表表
11
・・
上上
段段
】】
役役
指指
帳帳

【【
表表
11
・・
下下
段段
】】
神神
楽楽
台台
本本

※
出
典
：
邑
智
郡
大
元
神
楽
保
存
会
　
一
九
八
二
『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
邑
智
郡
桜
江
町
教
育
委
員
会
　
一
四
四
―
一
五
七
、
藤
原
宏
夫
二
〇
一
六
「
島
根
県
浜
田
市
に
お
け
る
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
神
楽
事
情
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
六
〇
　
民
俗
芸
能
学
会
　
三
三
、
な

ら
び
に
別
府
山
八
幡
宮
所
蔵
『
神
楽
の
声
』
、
大
元
神
楽
伝
承
館
蔵
「
竹
内
幸
夫
寄
贈
資
料
」
に
よ
る
。



石見神楽の演目「鐘馗」の形成と内容｜安西生世

ら
に
は
国
郡
を
駆
け
め
ぐ
り
、
民
を
悩
ま
し
こ
の
国
を
魔
国
に
す
る
と
い

う
。
合
戦
の
末
、
素
戔
嗚
尊
は
十
束
の
剣
と
茅
の
輪
を
も
っ
て
退
治
す
る
。

（
略
）
こ
の
演
目
は
、『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
見
え
る
茅
の
輪
伝
説
と
、

謡
曲
「
鍾
馗
」
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
、
誰
も
が
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た（

（1
（

。
し
か
し
、
演
目
の
詳

細
な
内
容
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
石
見
地
域

の
浜
田
以
東
に
現
存
す
る
台
本
類
の
う
ち
、
複
写
本
等
を
含
め
て
内
容
を
確
認

で
き
る
も
の
で
「
シ
ョ
ウ
キ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
計
一
一
本
あ
っ
た

【
表
1
・下
段
、
画
像
2
】。
石
見
地
域
西
部
の
台
本
は
未
調
査
の
た
め
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
台
本
の
う
ち
、

①
一
八
八
四
年
頃
「
藤
井
宗
雄
・
牛
尾
弘
篤  
更
訂  

神
楽
の
声  

領
家
伊

𠮷  

蔵
」（
浜
田
市
）

②
一
九
二
六
年
「
神
楽
舞
歌
集　

三
原
村　

湯
浅
氏
」（
川
本
町
）

③
一
九
二
七
年
「
島
根
県
石
見
国
那
賀
郡
漁
山
村　

小
川
市
郎
」（
浜
田
市
）

④
一
九
三
三
年
「
神
代
神
歌
言
立
叢
書　

牛
尾
」（
江
津
市
）

⑤
一
九
四
六
年
頃
「
島
根
縣
邑
智
郡
矢
上
村　

神
樂
舞　

矢
上
神
樂
團
」（
邑

南
町
）

⑥
一
九
五
三
年
「
原
田
恒
作
よ
り
原
田
厚
口
伝
に
よ
る
伝
承　

三
瓶
川
流
神

楽
舞
口
上
帳　

乙
原
舞
子
連
中
」（
美
郷
町
）
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【画像 2】神楽台本所在地
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⑨
一
九
五
五
年
「
荒
木
治
郎
氏
述　

市
木
神
楽
台
本
」（
邑
南
町
）

は
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
神
職
神
楽
の
伝
統
を
比
較
的
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
①
「
神

楽
の
声
」
は
現
在
、
江
津
市
有
福
温
泉
町
の
別
府
山
八
幡
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
所
在
不
明
だ
が
、
表
書
き
に
浜
田
市
鍋
石
町

の
国
学
者
・
藤
井
宗
雄
と
浜
田
市
内
村
町
の
神
職
・
牛
尾
弘
篤
更
訂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
①
は
い
わ
ゆ
る
「
明
治
の
神
楽
改
正
」（

（1
（

に
よ
っ

て
整
え
ら
れ
た
台
本
の
た
め
、
今
後
よ
り
丹
念
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
⑨
以
降
は
、『
校
定
石
見
神
楽
台
本
』（
⑦
・
⑧
）
や
、
当

時
邑
智
郡
桜
江
町
市
山
の
神
職
・
牛
尾
三
千
夫
の
指
導
等
の
外
的
要
因
に
よ
る
変
更
も
想
定
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

⑤
（
一
九
四
六
頃
、
邑
南
町
）
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
提
出
資
料
と
し
て
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
当
地
区
で
の
伝
承
そ
の
ま

ま
に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
疑
義
が
あ
る
。

（
一
）
登
場
人
物
と
そ
の
正
体

石
見
神
楽
の
伝
承
地
域
に
お
い
て
、「
鐘
馗
」が
一
神
一
鬼
の
舞
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
名
前
や
呼
び
方
に
注

目
す
る
と
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

❶　
「
シ
ョ
ウ
キ
」
対
「
エ
キ
シ
ン
」

神
が
出
掛
け
の
舞
の
後
に
、
名
の
る
場
面
の
口
上
で
、「
シ
ョ
ウ
キ
」
と
名
の
る
も
の
は
、
浜
田
市
内
の
台
本
①（
一
八
八
四
年
頃
）・
③

（
一
九
二
七
年
）・
⑦
（
一
九
五
四
年
）
の
三
本
だ
っ
た
。

①�　
「
あ
は　

し
よ
う
き
と
云
へ
る
神
な
り　

此
□
玄
宗
皇
帝
疫
神
の
為
め
に
冒
か
さ
れ
な
や
む
と
聞
く　

我
其
病
を
す
く
わ
ん
か
た

め　

か
の
疫
神
を
退
治
せ
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

③�　
「
我ア

ハ
正
鬼
ト
イ
エ
ル
神　

ナ
リ　

コ
ノ
頃　

ゲ
ン
ソ
ウ
皇
帝　

エ
キ
シ
ン
ノ
タ
メ　

オ
カ
サ
レ
ナ
ヤ
ム
ト
キ
ク　

我
レ
ソ
ノ
病

ヲ　

ス
ク
ワ
ン
タ
メ　

彼
ノ　

エ
キ
シ
ン
ヲ
タ
イ
ジ　

セ
バ
ヤ
ト
思
ウ
ナ
リ
」

⑦�　
「
我
は
鐘
馗
と
い
へ
る
神
な
り
。
こ
の
頃
玄
宗
皇
帝
疫
神
の
た
め
に
冒
さ
れ
悩
む
と
聞
く
。
我
そ
の
病
を
救
は
ん
が
た
め
、
か
の
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疫
神
を
退
治
せ
ば
や
と
思
ふ
な
り
。」

③
は
浜
田
市
鍋
石
町
の
小
川
市
郎
に
よ
る
も
の
で
、
①
を
も
と
に
③
が
書
き
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
謡
曲
「
鍾
馗
」
や
本
来
の
鍾

馗
信
仰
に
沿
っ
た
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

❷
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
対
「
エ
キ
シ
ン
」

出
掛
け
の
舞
後
に
神
が
名
の
る
神
名
が
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
浜
田
市
内
の
台
本
以
外
す
べ
て
に
当

て
は
ま
っ
た
。
な
か
で
も
②
（
一
九
二
六
、
川
本
町
）
が
、
邑
智
郡
の
江
の
川
流
域
の
神
職
神
楽
の
名
残
を
留
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
を
中
心
に
内
容
を
見
て
み
た
い
。

②�　
「
抑
是
は
日
の
神
の
弟
健
速
須
佐
之
男
の
命
と
い
ゑ
る
神
な
り　

吾
昔
か
ら
国
に
渡
り　

自
分
鐘
馗
大
神
と
な
の
り　

き
よ
う
ご

う
と
い
ゑ
る
者
を
退
治
せ
し
が　

其
を
ん
ね
ん
か
け
ん
ぞ
く
か　

今
吾
国
に
参
り
諸
民
に
な
や
み
を
な
す
よ
し　

何
な
る
も
の
や
是

を
ま
さ
し
く
尋
ね
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

傍
波
線
部
の
よ
う
に
、
昔　

昔
カ
ラ
ク
ニ
（
唐
国
・
韓
国
）
に
渡
っ
た
際
に
「
シ
ョ
ウ
キ
」
と
名
の
っ
て
い
た
と
あ
り
、
結
果
的
に
、
こ

の
神
は
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
（
日
本
で
の
神
名
）」
＝
「
シ
ョ
ウ
キ
（
カ
ラ
ク
ニ
で
の
神
名
）」
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
鬼
の
正
体
に
つ
い
て
、
神
の
口
上
で
は「
キ
ョ
ウ
ゴ
ウ
・
キ
ョ
モ
ウ
」
と
い
う
も
の
を
、
カ
ラ
ク
ニ
で
退
治
し
、
そ
の
怨
念
か
眷

属
か
が
、
我
が
国
（
日
本
）
に
来
て
諸
民
を
悩
ま
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
「
を
ん
ね
ん
か
け
ん
ぞ
く
か
」
と
い
う
の
が
、
鬼
を
指
し
て
お

り
、
鬼
は
そ
の
口
上
で

②�　
「
お
ゝ
吾
は
是　

春
の
ゑ
き
れ
い　

夏
ぎ
や
へ
い　

秋
の
ち
は
ら
に　

冬
の
が
い
病　

一
切
の
病
の
つ
か
さ
と
な
る
大
ゑ
き
じ
ん

と
は　

わ
が
こ
と
な
り
」
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と
名
の
る
。
こ
れ
か
ら
外
れ
る
も
の
の
う
ち
、
⑪
（
一
九
八
七
、
邑
南
町
）
は
「
大
悪
人
」
と
あ
る
の
で
、
訓
み
の
転
訛
の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
⑤（
一
九
四
六
、
邑
南
町
）
で
は「
大
疫
魔
神
虚
魍
」
と
あ
る
が
、
演
目
ご
と
に
付
さ
れ
た
説
明
書
き
に「
梗
概（
内
容
）」「
登
場

者
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
鐘
馗
」
の
「
梗
概
（
内
容
）」
に
は
「
虚き
ょ
も
う魍
と
言
ふ
大
疫
病
神
」、「
登
場
者
」
で
は
「
大
疫ヤ
ク

病
神
の
虚
魍
と
い
ふ
悪

魔
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
合
体
し
た
名
前
だ
ろ
う
と
言
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
台
本
か
ら
は
、
か
つ
て
カ
ラ
ク
ニ
で
退
治
さ
れ
た
キ
ョ
ウ
ゴ
ウ
・
キ
ョ
モ
ウ
の
怨
念
か
眷
属
か
、
日
本
に

や
っ
て
き
て
諸
民
を
悩
ま
す
モ
ノ
の
正
体
は
「
エ
キ
シ
ン
・
ダ
イ
エ
キ
ジ
ン
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の「
エ
キ
シ
ン
」と
は
何
者
な
の
か
。
鬼
が「
お
ゝ
我
は
こ
れ
」と
い
う
定
型
の
口
上
に
続
い
て
、
四
季
の
流
行
病
を
挙
げ
、「
一
切
病

の
司
」
と
名
の
る
。

①�　
「
を
を　

我
わ
是
れ　

春
の
ゑ
き
れ
い
夏
ぎ
く
れ
い
秋
の
ち
ば
ら
に
冬
が
い
び
よ
う　
　

一
切
病
の
司
さ　

え
き
神
と
わ
我
が
事

な
り
」

②�　
「
お
ゝ
吾
は
是　

春
の
ゑ
き
れ
い　

夏
ぎ
や
へ
い　

秋
の
ち
は
ら
に　

冬
の
が
い
病　

一
切
の
病
の
つ
か
さ
と
な
る
大
ゑ
き
じ
ん

と
は　

わ
が
こ
と
な
り
」

注
目
し
た
い
の
は
、
①
の
浜
田
市
の
台
本
で
も
、
②
の
邑
智
郡
の
台
本
で
も
、
春
の
「
エ
キ
レ
イ
・
エ
キ
ヘ
イ
」（
＝
流
行
病
）、
秋
の

「
チ
ハ
ラ
」（
＝
赤
痢
）、
冬
の
「
ガ
イ
ビ
ョ
ウ
」（
＝
咳
の
病
）
は
ど
の
台
本
も
共
通
し
て
お
り
、
異
同
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

夏
に
限
っ
て
は
、「
ギ
ャ
ク
レ
イ（
瘧
癘
）」（
＝
瘧お
こ
りや
マ
ラ
リ
ア
）
が
③
・
④
・
⑦
・
⑧
・
⑨
の
六
本
（
そ
の
う
ち
⑨
・
⑩
に
は
ヘ
イ
の
訓

み
が
ふ
ら
れ
て
い
る
）と
多
数
を
占
め
る
も
の
の
、
ほ
か
の
病
名
と
比
べ
て
異
同
が
多
い
。
①「
ぎ
く
へ
い
」、
②「
ぎ
や
へ
い
」は
と
も
に

転
訛
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
⑤「
カ
ク
グ（
や
ま
い
だ
れ
に
隺
・
や
ま
い
だ
れ
に
虞
）」、
⑥「
冷
え
」、
⑪「
日
」
は
詳
細
が
判
然
と

し
な
い
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
つ
ま
り
鬼
は
四
季
の
流
行
病
と
そ
の
他
一
切
の
病
を
司
る
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
口
上
か
ら
明
ら
か
に
な

る
。

❸
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
対
「
エ
キ
シ
ン
」
と
「
シ
ョ
ウ
キ
」
対
「
エ
キ
シ
ン
」
の
混
在

神
の
出
掛
け
の
舞
と
口
上
に
続
き
、
鬼
が
舞
い
出
て
名
の
り
を
あ
げ
た
後
に
、
鬼
が
神
に
対
し
て
誰
何
す
る
場
面
に
あ
た
っ
て
、
邑
智

郡
の
台
本
の
う
ち
、
江
の
川
流
域
に
あ
た
る
②
（
一
九
二
六
、
川
本
町
）・
④
（
一
九
三
三
、
江
津
市
）・
⑧
（
一
九
五
四
、
浜
田
市
・
江
津

市
）・
⑩（
一
九
八
〇
、
江
津
市
）
は
、
鬼
が「
い
ず
れ
の
神
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
」
と
問
う
の
に
応
え
て「
お
ゝ
吾
は
是　

鐘
馗
大
神
と
は
我

事
な
り
」
と
述
べ
る
。

出
掛
け
の
口
上
で
は「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
名
の
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
鬼
に
対
し
て
は
カ
ラ
ク
ニ
で
名
の
っ
た
神
名「
シ
ョ

ウ
キ
」
を
名
の
る
点
が
特
徴
的
だ
と
い
え
る
。

一
方
、
鬼
の
問
い
に
対
し
て「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
応
え
た
⑤（
一
九
四
六
頃
、
邑
南
町
）・
⑨（
一
九
五
五
、
邑
南
町
）
の
台
本
で

も
、
神
の
「
吾
が
言
葉
に
従
っ
て
（
外
つ
国
へ
）
退
散
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
汝
が
運
命
ど
ゞ
め
ん
こ
と
唯
今
の
事
」
な
り
、
と
い
う
口
上

に
対
し
て
、「
如
何
に
鍾
馗
大
臣
（
大
神
）
な
れ
ば
と
て
」
と
鬼
が
応
え
て
い
る
も
の
が
、
広
島
県
境
に
近
い
地
域
で
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
、
近
世
に
お
け
る
演
目
「
鐘
馗
」
の
神
は
、「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
で
あ
っ
て
、
浜
田
市
内
で
は
、
明
治
期
に
こ
れ
を
「
鐘

馗
」
と
改
め
た
と
す
る
解
釈
が
、
誰
が
言
う
と
も
な
く
一
般
的
に
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
該
の
口
上
が
無
い
⑥
（
一
九
五
三
、
美

郷
町
）
の
台
本
以
外
は
、
い
ず
れ
も
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
「
シ
ョ
ウ
キ
」
と
が
神
と
鬼
の
口
上
の
中
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。（

二
）
神
の
採
り
物
と
表
象

謡
曲「
鍾
馗
」と
同
様
に
、
石
見
神
楽
の「
鐘
馗
」で
も「
十
束
の
剣
」を
採
り
物
と
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
口
上
と
し
て
明
ら
か
な

の
は
、
浜
田
市
内
の
台
本
①
（
一
八
八
四
）・
③
（
一
九
二
七
）・
⑦
（
一
九
五
四
）
の
み
に
留
ま
る
。

石
見
神
楽
の「
鐘
馗
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
最
も
目
立
つ
の
は
、
茅
の
輪
の
採
り
物
に
も
か
か
わ
ら
ず『
校
定
石
見
神
楽
台
本
』（
⑦
）
で
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し
か
口
上
に
見
ら
れ
な
い
。
⑤
・
⑪
は
前
書
き
の
説
明
で「
採
り
物
」
に
茅
の
輪
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
辛
う
じ
て
茅
の
輪（
⑤
は
竹
の
輪
）

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

謡
曲
「
鍾
馗
」
で
は
、
鍾
馗
が
国
土
守
護
・
王
道
守
護
の
誓
願
を
表
現
す
る
こ
と
が
主
題
化
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
は
「
宝
剣
の
威
光
」
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
石
見
神
楽
の「
鐘
馗
」で
は
、（
今
、
こ
こ
で
）神
が
鬼（
疫
病
）を
退
治
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

剣
や
茅
の
輪
は
重
要
な
採
り
物
だ
が
、
そ
の
威
光
に
よ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

（
三
）
神
楽
歌

❶
神
楽
歌
な
し

邑
智
郡
大
元
神
楽
保
存
会
編『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
②（
一
九
二
六
、
川
本
町
）・
④（
一
九
三
三
、
江
津
市
）
お
よ

び
⑥
（
一
九
五
三
、
美
郷
町
）・
⑧
（
一
九
五
四
、
浜
田
市
・
江
津
市
）・
⑩
（
一
九
八
一
、
江
津
市
）
の
台
本
に
は
、
神
楽
歌
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
神
楽
歌
は
別
に
書
き
控
え
て
あ
り
、
胴
取
り
と
呼
ば
れ
る
大
太
鼓
が
、
舞
や
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ

せ
て
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
、
口
上
は
そ
の
役
の
も
の
が
口
上
を
覚
え
る
た
め
に
書
き
控
え
て
い
る
た
め
神
楽
歌
が
記
さ
れ
て
い

な
く
て
も
支
障
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

❷
︱
1　

神
楽
歌
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
・
・
・
」
の
み

⑤
（
一
九
四
六
頃
、
美
郷
町
）・
⑨
（
一
九
五
五
、
邑
南
町
）
の
台
本
に
は
、
神
が
出
て
き
た
時
の
神
歌
と
し
て
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

が
出
る
演
目
で
歌
う
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
め
に　

八
重
垣
作
る　

そ
の
八
重
垣
を
」
を
載
せ
て
い
る
。
両
地
域
と
も
、
神
の
名

の
り
が
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
楽
歌
が
選
ば
れ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
は
、
神
が
出
る
前
後
に
、
ほ
か
の
神
楽
歌
も
歌
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
な
か
で
も「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
・
・
・
」
が
こ

の
演
目
で
は
神
を
表
わ
す
一
つ
の
象
徴
と
し
て
、
必
ず
歌
う
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

❷
︱
2　

神
楽
歌
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
・
・
・
」
と
舞
い
上
げ
の
歌

こ
れ
は
⑪
（
一
九
八
七
、
邑
南
町
）
の
み
に
見
ら
れ
る
。
舞
い
上
げ
の
歌
は
、
神
が
鬼
を
退
治
し
た
後
に
胴
取
り
（
大
太
鼓
）
が
歌
う
も
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の
で
、
神
を
讃
え
、
世
を
言
祝
ぐ
歌
で
あ
る
。
⑪
で
は
「
太
鼓
よ
り　

よ
ろ
こ
び
の
歌
〽
あ
ら
う
れ
し　

あ
ら
よ
ろ
こ
ば
し
こ
れ
や
こ
の

　

舞
い
た
て
ま
つ
る　

さ
か
え
ま
し
ま
す
」「
其
の
他
〽
あ
ら
う
れ
し　

天
に
黄
金
の
花
咲
け
ば　

地
に
白
金
の　

実
こ
そ
な
り
け
る
」
と

あ
る
の
で
、
胴
取
り
の
歌
に
続
い
て
小
太
鼓
・
手
拍
子
が
歌
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
あ
ら
嬉
し　

あ
ら
喜
ば
し　

こ
れ
や
こ
の
」
ま
で
は
定

型
句
で
、
以
下
は
地
域
に
よ
っ
て
、
様
々
な
歌
が
歌
わ
れ
る
。

❸
本
居
宣
長
『
玉
鉾
百
首
』
由
来
の
神
楽
歌

浜
田
市
内
の
台
本
①
（
一
八
八
四
）・
③
（
一
九
二
七
）・
⑦
（
一
九
五
四
）
の
出
掛
け
歌
で
特
徴
的
な
点
は
、
本
居
宣
長
『
玉
鉾
百
首
』（

（1
（

に
取
材
し
た
神
楽
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

①�　
「
千
早
振
荒
振
者
を
拂
ら
わ
ん
と　

い
で
立
て
ま
せ
し
神
の
尊
き
。
目
に
見
へ
ぬ
神
の
心
の
神
毎
に
貴
き
も
の
ぞ　

大
い
な
る
も

の
ぞ
ⅰ
。
世
の
中
の
善
き
も
悪
し
き
も
事
毎
に　

神
の
心
の
仕
わ
ざ
に
ぞ
あ
る
ⅱ
。
よ
き
人
を
世
に
く
る
し
め
る
ま
つ
が
い
の　

神

の
心
わ
す
べ
も
す
べ
な
き
ⅲ
。
皇
神
の
恵
み
を
申
す
人
草
の　

よ
し
と
の
心
悪
く
す
な
ゆ
め
ⅳ
。
千
早
振
神
の
心
の
ま
ご
め
ず
は　

や
ろ
ふ
の
ま
が
こ
と
成
る
と
逃
れ
ん
ⅴ
。
世
の
中
を
安
ら
か
せ
ん
と
千
早
振　

悪ア
ラ
ブ
ル振
者
を
や
ら
い
ま
し
け
る
」

神
楽
歌
で
七
首
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
五
首
が
、『
玉
鉾
百
首
』
の
ⅰ
「
目
爾
見
延
奴
神
之
心
之
神
碁
登
波
可
畏
物

叙
淤
富
爾
勿
思
曾
（
メ
ニ
ミ
エ
ヌ
カ
ミ
ノ
コ
コ
ロ
ノ
カ
ミ
ゴ
ト
ハ
カ
シ
コ
キ
モ
ノ
ゾ
オ
ホ
ニ
ナ
オ
モ
ヒ
ソ
）」〔
村
岡
校
訂　

一
九
八
九　

四
二
〕、
ⅱ
「
世
中
之
善
母
惡
母
許
登
碁
登
爾
神
之
心
之
志
和
邪
爾
叙
阿
留
（
ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
ヨ
キ
モ
ワ
シ
キ
モ
コ
ト
ゴ
ト
ニ
カ
ミ
ノ
コ
コ
ロ

ノ
シ
ワ
ザ
ニ
ゾ
ア
ル
）」〔
同
右
〕、
ⅲ
「
吉
人
袁
余
邇
苦
牟
琉
禍
津
日
之
神
乃
心
之
須
辨
母
須
辨
無
佐
（
ヨ
キ
ヒ
ト
ヲ
ヨ
ニ
ク
ル
シ
ム
ル
マ

ガ
ツ
ヒ
ノ
カ
ミ
ノ
カ
ミ
ノ
コ
コ
ロ
ノ
ス
ベ
モ
ス
ベ
ナ
サ
）」〔
同　

四
三
〕、
ⅳ
「
皇
神
乃
米
具
久
思
富
須
人
草
叙
世
中
之
人
阿
斯
久
須
那
由

米
（
ス
メ
カ
ミ
ノ
メ
グ
ク
オ
モ
ホ
ス
ヒ
ト
ク
サ
ゾ
ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
ヒ
ト
ア
シ
ク
ス
ナ
ユ
メ
）」〔
同
右　

四
四
〕、
ⅴ
「
知
波
夜
夫
流
神
之
心
袁

那
碁
米
受
波
八
十
之
禍
事
那
爾
登
能
賀
禮
牟
（
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
カ
ミ
ノ
コ
コ
ロ
ヲ
ナ
ゴ
メ
ズ
ハ
ヤ
ソ
ノ
マ
ガ
コ
ト
ナ
ニ
ト
ノ
ガ
レ
ヌ
）」〔
同

右　

四
五
〕
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
⑦
で
は
更
に
「
〽
八
雲
た
つ
出
雲
の
神
を
い
か
に
思
ふ
建
須
佐
之
男
を
人
は
知

ら
ず
や
」
の
歌
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
玉
鉾
百
首
』
の
「
八
雲
立
出
雲
神
袁
奈
何
淤
母
布
大
國
主
袁
人
者
不
知
夜
母
（
ヤ
ク
モ
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タ
ツ
イ
ズ
モ
ノ
カ
ミ
ヲ
イ
カ
ニ
オ
モ
フ
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
ヲ
ヒ
ト
ハ
シ
ラ
ズ
ヤ
モ
）」〔
同
右　

四
四
〕
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
特
に
こ
の
神

楽
歌
は
「
八
十
神
（
大
国
主
）」「
鐘
馗
（
建
須
佐
之
男
）」「
大
蛇
（
建
須
佐
之
男
）」
で
歌
わ
れ
、「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
・
・
・
」
の
歌
と

同
様
に
、
大
国
主
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
象
徴
す
る
歌
で
あ
る
。

ま
た
、
最
初
に
歌
わ
れ
る
「
千
早
振
荒
振
者
を
拂
ら
わ
ん
と
い
で
立
て
ま
せ
し
神
の
尊
き
」
の
神
歌
は
、
胴
取
り
に
よ
る
第
一
声
と
し

て
ほ
ぼ
必
ず
歌
わ
れ
る
。
こ
の
一
句
を
聞
け
ば
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
演
目
が
「
鐘
馗
」
だ
と
い
う
こ
と
が
、
観
客
に
も
わ
か
る
。

①
で
最
後
に
歌
わ
れ
る
「
世
の
中
を
安
ら
か
せ
ん
と
千
早
振　

悪
振
者
を
や
ら
い
ま
し
け
る
」
は
、
③
で
は
舞
い
上
げ
の
歌
に
な
っ
て

い
る
。
⑦
で
は
、
出
掛
け
の
歌
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
舞
い
上
げ
は
、
胴
取
り
に
よ
る
口
上
「
あ
ら
嬉
し
。
今
ま
で
荒
れ
た
る
疫
神
を
退

治
せ
り
。
こ
の
茅
の
輪
を
門
口
に
掛
け
、
我
を
念
ず
る
輩
は
万
づ
の
疫
の
が
れ
得
さ
せ
ん
」
に
替
わ
っ
て
い
る
。

（
四
）
胴
取
り
（
大
太
鼓
）
と
の
掛
け
合
い

最
後
に
、
直
接
、
演
目「
鐘
馗
」
の
内
容
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
⑥（
一
九
五
三
、
美
郷
町
）・
⑪（
一
九
八
七
、
邑
南
町
）
に
の

み
見
ら
れ
る
胴
取
り
（
大
太
鼓
）
と
の
掛
け
合
い
の
口
上
に
注
目
し
た
い
。

鐘
馗
が
出
て
き
て
神
舞
を
舞
っ
た
後
に
、
名
の
り
の
口
上
を
述
べ
る
。
鐘
馗
の
⑥「
其
の
怨
念
か
眷
属
か（
中
略
）
依
て
こ
れ
を
探
ね
ば

と
思
ふ
な
り
」、
⑪「
そ
の　

お
ん
ね
ん
か　

け
ん
ぞ
く
か（
略
）こ
れ
を
尋
ね
退
治　

せ
ば
や
と　

思
ふ
な
り
」と
い
う
口
上
に
続
い
て
胴

方
・
太
鼓
、
つ
ま
り
大
太
鼓
の
胴
取
り
が
「
御
急
な
さ
れ
候
」
と
、
鐘
馗
に
向
か
っ
て
言
う
。
⑪
で
は
更
に
鐘
馗
が
「
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

と
応
え
て
、
次
の
舞
に
転
換
す
る
。

こ
の
よ
う
な
神
と
胴
取
り
と
の
掛
け
合
い
は
、
管
見
の
限
り
、
広
島
県
の
安
芸
高
田
市
周
辺
へ
伝
播
し
た
石
見
神
楽
（
現
在
は
高
田
舞

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
台
本
が
伝
承
さ
れ
た
美
郷
町
お
よ
び
邑
南
町
宇
都
井
は
江
の
川
の
中
・
上
流
域
に
位
置
し
、
い
く
つ
か
の
主
要
街
道
を
経
て

三
次
市
や
安
芸
高
田
市
に
接
続
し
て
い
る
た
め
、
今
後
他
の
演
目
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
楽
舞
の
伝
播
に
つ
い
て
興
味
深
い
示

唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
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【
表

2
】

神
楽

台
本

の
内

容
比

較

項項
目目

場場
面面

NN
oo
..

内内
容容

台台
本本

摘摘
要要

シ
ョ

ウ
キ

と
名

の
る

①
③
⑦

鐘
馗

・
正

鬼

ス
サ

ノ
オ

ノ
ミ

コ
ト

と
名

の
る

②
④
⑤

⑥
⑧

⑨
⑩

⑪

ア
2

カ
ラ

ク
ニ

で
シ

ョ
ウ

キ
と

名
の

っ
た

②
④
⑤

⑥
⑧

⑨
⑩

⑪
唐
国

・
韓

国

シ
ョ

ウ
キ

と
名

の
る

①
②
③

④
⑦

⑧
⑩

ス
サ

ノ
オ

ノ
ミ

コ
ト

と
名

の
る

⑤
⑥
⑨

⑪

エ
キ

シ
ン

（
ダ

イ
エ

キ
ジ

ン
）

と
名

の
る

①
②
③

④
⑥

⑦
⑧

⑩
疫
神

・
大

疫
神

・
厄

神
・
大

疫
神

大
疫

魔
神

虚
魍

と
名

の
る

⑤

大
悪

人
と

名
の

る
⑪

疫
神

と
呼

ぶ
①

③
⑦

虚
耗

・
虚

魍
と

呼
ぶ

④
⑤
⑧

⑨
⑩

キ
ョ

ウ
ゴ

ウ
と

呼
ぶ

②
⑥

強
豪

鐘
と

呼
ぶ

⑪

シ
ョ

ウ
キ

ダ
イ

ジ
ン

と
呼

ぶ
②

④
⑤

⑥
⑧

⑨
⑩

⑪
鐘
馗

大
臣

・
鐘

馗
大

神

大
御

神
と

呼
ぶ

③

カ
1

玄
宗

皇
帝

①
③
⑦

カ
2

世
の

人
々

・
諸

民
・

諸
人

②
④
⑤

⑥
⑦

⑨
⑩

⑪

サ
1

春
：

エ
キ

レ
イ

・
エ

キ
ヘ

イ
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

疫
癘

夏
：

ギ
ャ

ク
レ

イ
・

ヘ
イ

③
④
⑤

⑦
⑧

⑨
⑩

瘧
癘

・
瘧

病

夏
：

ギ
ク

レ
イ

・
ギ

ャ
ヘ

イ
・

カ
ク

グ
・

冷
え

・
日

①
②
⑤

⑥
⑪

サ
3

秋
：

チ
ハ

ラ
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

血
腹

・
千

原

サ
4

冬
：

ガ
イ

ビ
ョ

ウ
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

咳
病

・
外

病

シ
一

切
病

の
司

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪

ス
1

眷
属

を
引

き
連

れ
る

①
②
③

⑤
⑦

ス
2

国
々

、
村

々
を

か
け

め
ぐ

る
①

③
④

⑥
⑦

⑧
⑩

⑪

ス
3

家
々

、
竈

々
に

押
入

る
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑩
⑪

セ
1

幼
き

者
・

老
い

た
る

者
・

盛
ん

な
る

者
を

苛
む

①
②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑪

セ
2

民
の

命
を

悩
ま

す
・

取
り

絶
や

す
・

取
り

尽
す

①
②
③

④
⑤

⑦
⑧

⑩
⑪

セ
3

こ
の

国
を

魔
国

に
す

る
①

②
③

④
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪

タ
1

剣
①

③
⑦

（
⑪

）

タ
2

茅
の

輪
⑦

（
⑤

・
⑪

）

ア
1

ア
4

イ
1

イ
2

ア
3

❻ ❺

侵侵
入入

❶❷❸❹

目目
的的

神
採

り
物

神との問答 名のり
神 神

→→
鬼鬼

鬼鬼 神神

サ
2

鬼鬼
のの

正正
体体

鬼鬼
のの

被被
害害

者者

名指し

神 神
→→

鬼鬼

鬼鬼
→→

神神
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（
五
）
小
括
　
台
本
か
ら
見
る
地
域
性

本
章
で
は（
一
）
登
場
人
物
と
そ
の
正
体
、（
二
）
神
の
採
り
物
と
表
象
、（
三
）
神
楽
歌
、（
四
）
胴
取
り
と
の
掛
け
合
い
、
の
四
項
目
に

分
け
て
台
本
の
比
較
を
行
っ
た
。
演
目
「
鐘
馗
」
は
、
石
見
地
域
の
東
半
分
の
地
域
―
邑
智
郡
と
那
賀
郡
で
は
一
八
世
紀
中
頃
に
は
成
立

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
が
、
台
本
か
ら
は
い
く
つ
か
の
地
域
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

1　

①
・
③
・
⑦
の
浜
田
市
内
（
旧
那
賀
郡
の
周
布
川
流
域
）

2　

②
・
④
・
⑧
・
⑩
の
川
本
町
・
江
津
市
内
（
旧
邑
智
郡
の
江
の
川
中
・
下
流
域
）

3　

⑤
・
⑨
の
邑
南
町
（
旧
邑
智
郡
の
浜
田
・
広
島
県
境
）

4　

⑥
・
⑪
の
美
郷
町
・
邑
南
町
（
旧
邑
智
郡
の
江
の
川
中
・
上
流
域
）

本
稿
で
は
演
目
「
鐘
馗
」
の
み
に
注
目
し
て
比
較
検
討
し
た
た
め
、
結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の
地
域
が
、
各

地
域
の
割
元
庄
屋
に
よ
る
「
組
」
や
神
職
の
集
ま
り
に
重
な
る
と
想
定
で
き
る
。

三
　
石
見
神
楽
を
作
り
出
し
た
地
域
と
人
び
と

石
見
神
楽
の
礎
を
築
い
た
神
職
神
楽
の
成
立
時
期
や
、
成
立
地
域
な
ど
は
い
ま
だ
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
近
世
以
前
の
石
見
地

域
は
、
支
配
統
治
機
構
が
複
雑
な
う
え
、
当
地
の
神
職
家
の
な
か
に
は
、
修
験
山
伏
だ
け
で
は
な
く
、
武
士
の
系
統
を
引
く
人
び
と
が
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
る
特
定
の
宗
教
者
・
宗
教
集
団
や
、
出
雲
・
佐
太
の
宮
川
兵
部
少
輔
秀
行（
一
六
〇
八
年
頃
）
や
備
中
・
高
梁
の
西

林
國
橋
（
一
八
〇
四
年
頃
）
の
よ
う
な
特
定
の
創
始
者
が
い
た
か
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、「
鐘
馗
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
演
目
は
、

近
隣
の
中
国
地
方
の
神
楽
演
目
に
は
な
く
、
石
見
神
楽
伝
承
地
域
（
北
広
島
地
域
を
含
む
。）
の
み
に
見
ら
れ
る
演
目
で
あ
り
、
当
地
域
に
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お
け
る
神
楽
の
成
立
や
周
辺
地
域
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
今
後
更
に
検
討
が
必
要
に
な
る
。

近
世
・
近
代
に
当
地
の
神
楽
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、
今
日
判
明
し
て
い
る
の
は
、
文
化
七（
一
八
一
〇
）
年
に『
御
神
楽
之
巻

起
源
鈔　

全
』
を
記
し
た
と
さ
れ
る
現
・
邑
智
郡
川
本
町
弓
ヶ
峯
八
幡
宮
神
主
・
三
浦
重
賢（

（1
（

と
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
に
「
明
治
の

神
楽
改
正
」
を
牽
引
し
た
国
学
者
・
藤
井
宗
雄
と
高
井
ヶ
岡
八
幡
宮
神
職
・
牛
尾
弘
篤
ら
、
浜
田
市
西
部
の「
原
井
組
」
神
職
た
ち
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
手
が
け
た
神
楽
台
本
に
関
し
て
は
、
今
後
別
稿
を
以
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

幕
末
期
の
国
学
や
神
道
化
の
厳
格
な
姿
勢
は
、
西
隣
の
津
和
野
藩
が
近
隣
諸
藩
の
な
か
で
群
を
抜
く
。
一
方
、
浜
田
藩
で
は
、
一
八
世

紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
浜
田
藩
主
・
松
平
康
福
、
康
定
が
好
学
家
で
、
特
に
康
定
は
本
居
宣
長
と
交
流
が
深
く
、
家
臣
の
小
篠
畝
、
岡

田
頼
母
は
本
居
門
下
と
し
て
活
躍
し
た
。「
明
治
の
神
楽
改
正
」に
最
も
深
く
関
与
し
た
鍋
石
村
の
藤
井
宗
雄
、
内
村
の
牛
尾
弘
篤
は
、
浜

田
藩
の
国
学
の
し
ん
が
り
で
あ
っ
た
。

演
目「
鐘
馗
」
が
神
職
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
て
い
た
時
代
、
浜
田
地
域
は
、
近
世
後
期
、
特
に
天
明
・
天
保
・
安
政
年
間
は
、
毎
年
の
よ
う

に
気
候
不
順
に
よ
る
飢
饉
や
疫
病
、
凶
作
、
出
水
、
地
震
等
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
那
賀
郡
内
村（
現
・
浜
田
市
内
村
町
）
で「
厄
災
退
除
大

解
除
神
式
」が
執
行
さ
れ
た
慶
応
三（
一
八
六
七
）年
の
前
年
は
、
五
月
の
第
二
次
長
州
征
伐
か
ら
始
ま
り
、
同
村
も
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
情
勢
不
安
が
著
し
い
な
か
で
、
多
雨
に
よ
る
出
水
や
赤
痢
の
流
行
、
凶
作
な
ど
極
め
て
厳
し
い
情
況
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
人
び

と
の
切
実
な
願
い
の
な
か
、
村
の
鎮
守
の
高
井
ヶ
岡
八
幡
宮
に
お
い
て
「
大
解
除
」
が
執
行
さ
れ
た
。

石
見
神
楽
に
は
人
び
と
を
苦
し
め
る
鬼
を
、
神
や
天
皇
が
退
治
す
る
演
目
が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
一
際
「
鐘
馗
」
は
力
強
く
、

「
一
切
病
の
司
」
の
疫
神
を
退
治
す
る
演
目
で
あ
る
。
祭
り
の
場
に
集
っ
た
人
び
と
に
と
っ
て
、
病
に
打
ち
克
つ
神
の
象
徴
は
、
茅
の
輪

と
十
束
の
剣
を
振
り
か
ざ
す
鐘
馗
で
あ
っ
た
。

結
本
稿
で
は
、
鍾
馗
が
主
役
と
な
る
石
見
神
楽
の
演
目
「
鐘
馗
」
の
事
例
を
と
り
あ
げ
た
。
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現
在
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
で
は
「
大
蛇
」
や
「
鐘
馗
」
な
ど
石
見
神
楽
の
花
形
た
ち
で
彩
ら
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
が
走
る
。
浜
田
市
内
の

消
火
栓
に
は
、
鐘
馗
と
疫
神
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
駅
前
商
店
街
銀
天
街
に
も
、
当
然
の
よ
う
に
鐘
馗
の
石
像
や
写
真
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
浜
田
警
察
署
の
特
別
詐
欺
防
止
ポ
ス
タ
ー
に
も
鐘
馗
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
道
の
駅
や
観
光
施
設
で
は
、
子
ど
も
向
け
の

十
束
の
剣
や
茅
の
輪
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
益
田
市
の
萩
・
石
見
空
港
の
到
着
ロ
ビ
ー
に
も
ま
た
、
鐘
馗
の
茅
の
輪
と
疫
神
の
鬼
棒
が
飾

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
山
陰
民
俗
学
会
が
実
施
し
た
島
根
県
下
三
〇
地
区
の
民
俗
調
査（

（1
（

で
は
、「
男
の
節
句
」

に
鯉
幟
を
立
て
る
地
区
は
、
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
、
田
植
の
時
期
と
重
な
る
た
め
に
、
多
く
の
地
区
は
笹
巻
き
・

チ
マ
キ
を
作
る
程
度
で
済
ま
せ
て
い
た
。
現
在
で
も
山
陰
地
方
出
身
者
に
と
り
、
五
月
人
形
と
し
て
の
鍾
馗
人
形
や
、
絵
幟
は
馴
染
み
が

な
い
と
い
う（

（1
（

た
め
、
節
句
に
と
も
な
う
鍾
馗
の
信
仰
は
希
薄
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
非
常
に
緻
密
な
造
形
技
術
を
も
っ
た

長
浜
人
形
で
さ
え
も
、
鍾
馗
の
人
形
や
そ
の
型
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
石
見
神
楽
の
演
目
「
鐘
馗
」
だ
け
が

独
立
し
て
当
地
域
で
は
根
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
石
見
神
楽
の
演
目「
鐘
馗
」に
つ
い
て
、
浜
田
市
内
の
神
職
に
よ
る「
明
治
の
神
楽
改
正
」で
、
謡
曲「
鍾
馗
」に
倣
っ
て
大

幅
に
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
役
指
帳
で
は
、
演
目
名
が
「
鐘
馗
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、

台
本
も
概
ね
普
遍
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
や
祇
園
信
仰
に
端
を
発
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
地
域
の
神
楽
の
よ

う
に
「
天
王
」（

（1
（

「
茅
の
輪
」（

（1
（

等
の
名
称
の
例
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
資
料
の
な
か
で
、
演
目
の
成
立
ま
で
は
推
測
し
得
な
い
が
、
今
後
、
石
見
地
域
内
外
の
類
似
演
目
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
当

地
に
お
け
る
民
間
信
仰
や
神
楽
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

注（
1
）	

劉
穎　

二
〇
〇
六
「〈
鍾
馗
〉
信
仰
の
変
遷
―
日
中
比
較
の
視
点
か
ら
―
」『
説
話
・
伝
承
学
』
一
四　

説
話
・
伝
承
学
会　

一
七
八
―
一
九
七

（
2
）	

中
国
の
鍾
馗
に
関
す
る
文
献
は
、
麻
国
钧
・
有
泽
晶
子　

一
九
九
七「
日
本
的
钟
馗
信
仰
、
钟
馗
艺
术
与
钟
馗
戏
―
中
日
祭
祀
演
剧
散
论
之
一
」『
古
典
戏
曲
：
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比
较
研
究
』
戏
剧
、
劉
錫
誠　

二
〇
〇
七
「
鍾
馗
論
」『
民
間
文
学
：
理
論
與
方
法
』
北
京
：
中
国
文
聯
出
版
社
な
ど
。
國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課

程
在
学
の
李
真
氏
に
助
言
を
頂
い
た
。

（
3
）	

二
〇
二
三
年
度
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
す
る
神
仏
」（
二
〇
二
三
・
九
・
一
〇
、
國
學
院
大
學
）

（
4
）	
石
見
地
域
で
は
鍾
馗
の
鍾
が
鐘
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
演
目
名
は
「
鐘
馗
」
と
表
記
す
る
。

（
5
）	
山
路
興
造　

二
〇
一
四
「
石
見
神
楽
の
誕
生
」『
民
俗
芸
能
研
究
』
五
六　

民
俗
芸
能
学
会

（
6
）	

二
〇
二
二
『
伝
承
文
化
研
究
』
一
九　

國
學
院
大
學
伝
承
文
化
学
会　

九
三
―
九
六
、
二
〇
二
四
『
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
』
一
二　

儀
礼
文
化
学
会　

二
八
―

三
一

（
7
）	

小
川
徹　

二
〇
二
二
「
舞
手
か
ら
見
る
石
見
神
楽
の
変
遷
と
伝
播
と
継
承
―
演
目
「
鍾
馗
」
を
事
例
に
舞
の
変
遷
と
も
の
づ
く
り
を
語
る
―
」『
山
陰
民
俗
研

究
』
二
七　

山
陰
民
俗
学
会

（
8
）	

廿
四
世
観
世
左
近
訂
正
著
作　

二
〇
一
四
『
鍾
馗
』
檜
書
店

（
9
）	

邑
智
郡
桜
江
町
大
元
神
楽
保
存
会　

一
九
九
二
『
大
元
神
楽
』
邑
智
郡
桜
江
町
教
育
委
員
会　

二
〇
―
二
一

（
10
）	

二
〇
二
一
・
一
〇
・
一
二
聞
き
取
り

（
11
）	

二
〇
二
二
・
一
〇
・
六
聞
き
取
り

（
12
）	

藤
原
宏
夫
文
責　

二
〇
一
三　

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
『
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
企
画
展
「
石
見
神
楽
―
舞
を
伝
え
る
、
舞
と
生
き
る

―
」』
ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版　

三
三
。
篠
原
実　

一
九
五
四
『
校
定
石
見
神
楽
台
本
』
の
ほ
か
、
石
見
神
楽
の
演
目
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
誌
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

（
13
）	

二
〇
二
四
・
五
・
一
四
口
頭
発
表
。
二
〇
二
二
年
度　

民
俗
学
関
係
修
士
論
文
発
表
会
・
第
九
二
五
回　

日
本
民
俗
学
会
談
話
会
「
石
見
神
楽
論
―
地
域
文

化
の
「
宝
」
と
し
て
の
検
討
―
」

（
14
）	

村
岡
典
嗣
校
訂　

一
九
八
九
第
七
刷
『
直
毘
霊
・
玉
鉾
百
首
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
初
版

（
15
）	

文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
静
間
兵
庫
吉
就
写
〔
校
定　

一
九
五
四　

二
一
三
〕。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
三
浦
重
賢
が
石
見
神
楽
の
成
立
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
が
、
三
浦
は
邑
智
郡
の
石
見
銀
山
料
の
神
職
に
な
る
た
め
、
石
見
全
域
の
神
楽
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

（
16
）	

「
一
六　

年
中
行
事
」
一
九
六
三
『
島
根
県
下
三
〇
地
区
の
民
俗
』
山
陰
民
俗
学
会　

一
三
六
―
一
五
四

（
17
）	

米
子
出
身
者
、
浜
田
出
身
者
な
ど
複
数
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
18
）	

「
蘇
民
祭
」
岩
手
県
立
博
物
館　

一
九
九
三
第
二
版
『
岩
手
民
間
信
仰
事
典
』（
一
九
九
三
初
版
）
岩
手
県
文
化
振
興
財
団　

一
五
二

（
19
）	

「
演
目
紹
介
〈
茅
の
輪
〉」
二
〇
二
三
『
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
企
画
展　

出
雲
神
楽
』
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館　

七
四
―
七
五
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①　
�「

し
よ
う
き
」
一
八
八
四
年
「
藤
井
宗
雄　

牛
尾
弘
篤
更
訂　

神
楽
の
声　

領
家
伊
吉
蔵
」（
江
津
市
別
府
山
八
幡
宮
・
門
屋
臣
蔵
）

歌�
〽
千
早
振
荒
振
者
を
拂
ら
わ
ん
と　

い
で
立
て
ま
せ
し
神
の
尊
き
。
目
に
見
へ
ぬ
神
の
心
の
神
毎
に
貴
き
も
の
ぞ　

大
い
な
る
も
の

ぞ
。
世
の
中
の
善
き
も
悪
し
き
も
事
毎
に　

神
の
心
の
仕
わ
ざ
に
ぞ
あ
る
。
よ
き
人
を
世
に
く
る
し
め
る
ま
つ
が
い
の　

神
の
心
わ
す

べ
も
す
べ
な
き
。
皇
神
の
恵
み
を
申
す
人
草
の　

よ
し
と
の
心
悪
く
す
な
ゆ
め
。
千
早
振
神
の
心
の
ま
ご
め
ず
は　

や
ろ
ふ
の
ま
が
こ

と
成
る
と
逃
れ
ん
。
世
の
中
を
安
ら
か
せ
ん
と
千
早
振　

悪ア
ラ

振ブ
ル

者
を
や
ら
い
ま
し
け
る

神�　
「
あ
は　

し
よ
う
き
と
云
へ
る
神
な
り　

此
□
玄
宗
皇
帝
疫
神
の
為
め
に
冒
か
さ
れ
な
や
む
と
聞
く
我
其
病
を
す
く
わ
ん
か
た
め
か

の
疫
神
を
退
治
せ
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

鬼　
「
そ
れ
に
た
ち
向
ふ
た
る
神
わ
如
何
な
る
神
に
ま
し
ま
す
ぞ
」

神　
「
あ
は　

し
よ
う
き
と
云
へ
る
神
な
り　

汝
如
何
な
る
者
や
ら
ん
」

鬼�　
「
を
を　

我
わ
是
れ
春
の
ゑ
き
れ
い
夏
ぎ
く
れ
い
秋
の
ち
ば
ら
に
冬
が
い
び
よ
う　

一
切
病
の
司
さ　

え
き
神
と
わ
我
が
事
な
り
」

神�　
「
汝
丸
の
教
に
随
て
と
つ
国
へ
退
く
か
退
か
ざ
ら
ん
に
於
て
わ　

こ
の
十
つ
か
の
け
ん
を
以
て
汝
が
一
命
う
ち
取
る
事
只
今
な
り
」

鬼�　
「
い
か
に
し
よ
う
き
大
神
の
し
ご
た
り
と
も　

あ
ま
た
の
け
ん
ぞ
く
を
ひ
き
つ
れ　

国
々
村
々
を
か
け
ま
わ
り　

を
さ
な
き
者
わ
つ

ま
み
ひ
し
ぎ　

お
ひ
た
る
者
わ
ふ
み
こ
ろ
し　

又
さ
か
ん
な
る
者
と
見
た
時
わ
五
臓
六
腑
に
わ
け
入
て　

き
も
の
た
ば
ね
を
食
ひ
ち
ぎ

り　

民
を
な
や
ま
し
一
度
び
こ
の
国
を
ま
国
と
な
さ
い
で
置
く
も
の
か
」

②　

�「
鐘
馗
」
一
九
二
六
年
「
大
正
拾
五
年
拾
月
改
装　

神
楽
舞
歌
集　

三
原
村　

湯
浅
氏
」（『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
一
九
九
）

神�　
「
抑
是
は
日
の
神
の
弟
健
速
須
佐
之
男
の
命
と
い
ゑ
る
神
な
り　

吾
昔
か
ら
国
に
渡
り　

自
分
鐘
馗
大
神
と
な
の
り　

き
よ
う
ご
う

と
い
ゑ
る
者
を
退
治
せ
し
が　

其
を
ん
ね
ん
か
け
ん
ぞ
く
か　

今
吾
国
に
参
り
諸
民
に
な
や
み
を
な
す
よ
し　

何
な
る
も
の
や
是
を
ま

さ
し
く
尋
ね
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

鬼　
「
あ
れ
に
ま
し
ま
す
御
神
は　

い
ず
れ
の
神
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
」

― 218 （23） ―



石見神楽の演目「鐘馗」の形成と内容｜安西生世

神　
「
お
ゝ
吾
は
是　

鐘
馗
大
神
と
は
我
事
な
り　

汝
は
何
な
る
も
の
や
ら
ん
」

鬼�　
「
お
ゝ
吾
は
是　

春
の
ゑ
き
れ
い　

夏
ぎ
や
へ
い　

秋
の
ち
は
ら
に　

冬
の
が
い
病　

一
切
の
病
の
つ
か
さ
と
な
る
大
ゑ
き
じ
ん
と

は　

わ
が
こ
と
な
り
」

神�　
「
汝
し
ま
ろ
が
お
し
へ
に
伏シ
タ
ガ
ツ随
て　

速
く
外ト
ツ
ク
ニ国
に
し
り
ぞ
く
か　

し
り
ぞ
か
ざ
ら
ん
に
於
は　

汝
が
運
命
打
と
ゝ
め
ん
こ
と
只
今
の

事
な
り
」

鬼�　
「
い
か
に
鐘
馗
大
神
の
守
護
な
れ
ば
と
て　

お
ゝ
く
の
け
ん
ぞ
く
を
し
き
し
た
が
へ
釜
戸
〳
〵
に
別
入
て　

お
さ
な
き
も
の
は
ひ
ね

り
こ
ろ
し　

又
さ
か
ん
な
る
も
の
と
見
る
時
は　

五
ぞ
う
六
ふ
に
別
入
て　

き
も
の
た
ば
ね
を
喰
ち
き
り　

民
の
い
の
ち
を
取
た
や
し　

一
度
魔
国
に
な
さ
い
で
お
く
べ
き
や
」

③　

�「
鐘
鬼
」
一
九
二
七
年
「
島
根
県
石
見
国
那
賀
郡
漁
山
村　

小
川
市
郎
」（
浜
田
市
高
井
ヶ
岡
八
幡
宮
・
牛
尾
充
蔵
）

〽
千チ

ワ波
ヤ
フ
ル　

ア
ラ
ブ
ル
神
ヲ　

ハ
ラ
ワ
ン
ト　

出イ
デ
タ
チ立
マ
セ
ル
神
ゾ
尊タ
フ

ト
キ

〽
目
ニ
見
エ
ヌ
神
ノ
心
の
神
事ゴ
ト

ハ　

カ
シ
コ
キ
モ
ノ
ゾ
オ
ヽ
ニ
ナ
オ
モ
イ
ソ

〽
ヨ
キ
人
ヲ
世ヨ

ニ
ク
ル
シ
ム
ル
マ
カ
ツ
ヒ
ノ　

神
ノ
心
ノ　

ス
ベ
モ
ス
ベ
ナ
ク

〽
千
早ワ
ヤ

フ
ル
神
ノ
心
ヲ　

ナ
ゴ
メ
ズ
ハ　

八ヤ

ソ十
ノ　

マ
ガ
ゴ
ト
ナ
ニ
カ
ノ
ガ
レ
ン

〽
ス
メ
神
ノ
目
グ
ク
オ
モ
ホ
ス
人ヒ
ト
ク
サ草
ヲ　

世
人
ノ
心
ア
シ
ク
ス
ナ
ユ
メ

神�　
「
我ア

ハ
正シ
ヤ
ウ
キ鬼
ト
イ
エ
ル
神
ナ
リ　

コ
ノ
頃　

ゲ
ン
ソ
ウ
皇
帝
エ
キ
シ
ン
ノ
タ
メ　

オ
カ
サ
レ
ナ
ヤ
ム
ト
キ
ク　

我
レ
ソ
ノ
病
ヲ　

ス

ク
ワ
ン
タ
メ　

彼
ノ
エ
キ
シ
ン
ヲ
タ
イ
ジ　

セ
バ
ヤ
ト　

思
ウ
ナ
リ
」

鬼　
「
其
レ
ニ
立
向
フ
タ
ル
ハ
如
何
ナ
ル
神
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ゾ
」

神　
「
我
ハ　

シ
ヤ
ウ
キ
ト
イ
エ
ル
神
ナ
リ　

汝　

如
何
ル
物
ヤ
ラ
ン
」

鬼�　
「
オ
ヽ
ワ
レ
ハ
コ
レ　

春
ノ
エ
キ
レ
イ　

夏
ギ
ヤ
ク
レ
イ　

秋
ノ　

チ
ハ
ラ
ニ　

冬
ガ
イ
ビ
ヤ
ウ　

一
切　

ヤ
マ
イ
ノ
ツ
カ
サ　

エ

キ
シ
ン
ト
ハ
我
ガ
コ
ト　

ナ
リ
」
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神�　
「
汝
マ
ロ
ガ
オ
シ
エ
ニ
シ
タ
ガ
ッ
テ
外
国
ヘ　

シ
リ
ゾ
ク
カ　

シ
リ
ゾ
カ
ザ
ラ
ン
ニ
オ
イ
テ
ハ　

此
ノ
ケ
ン
ヲ
以
テ　

汝
ガ
一
命
打

チ
ト
ル
コ
ト
只
今
ナ
リ
」

鬼�　
「
如
ニ　

大
御
神
ノ
守
護
タ
リ
ト
モ　

我
ガ
ケ
ン
ゾ
ク
ヒ
キ
ツ
レ
テ　

国
々
村
々
ヲ
カ
ケ
マ
ワ
リ　

カ
マ
ド
〳
〵
ニ　

オ
シ
入
リ
テ　

老オ
ヒ

タ
ル
物
ハ　

ヒ
ネ
リ
コ
ロ
シ　
　

又
サ
カ
ン
ナ
ル
モ
ノ
ト
見
タ
ナ
レ
バ　

ゴ
ゾ
ウ　

六
プ
ニ
ワ
ケ
イ
ッ
テ　

カ
ン
ノ
タ
バ
ネ
ヲ　

ク

イ
チ
ギ
リ　

民タ
ミ

ヲ　

ナ
ヤ
マ
シ　

一
度タ
ビ

マ
国
ト
ナ
サ
イ
デ
オ
ク
ベ
キ
カ　

タ
チ
カ
ケ
タ
チ
カ
ケ
」

後
の
段
〽
ヨ
ノ
中
ヲ　

ア
カ
ラ
セ
ン
ト
千
早ハ
ヤ

フ
ル　

ア
ラ
ブ
ル
モ
ノ
ヲ　

ヤ
ラ
イ
マ
シ
ケ
ン

④　

�「
鐘
馗
」
一
九
三
三
年
「
御
神
楽
舞
言
立
目
録
」
解
題
校
注
牛
尾
三
千
夫
（『
邑
智
郡
大
元
神
楽
』
一
七
八
）

神�　
「
抑
是
ハ
日
の
神
ノ
弟
素
戔
嗚
と
い
へ
る
神
也　

去
レ
バ
我
其
昔
韓
国
に
渡
り
し
時　

白
鐘
馗
大
神
と
名
乗
り
虚
耗
と
い
ふ
も
の
を
退
治

せ
し
が　

其
怨
念
か
眷
属
か
諸
人
に
悩
ミ
を
な
す
と
聞　

是
を
尋
は
や
と
思
ふ
な
り
」

鬼　
「
あ
れ
に
立
向
ふ
た
る
ハ　

い
か
な
る
神
に
て
や
候
」

神　
「
ヲ
ヽ
我
ハ
是　

鐘
馗
太
神
と
い
ふ
も
の
也
。
汝
ハ
い
か
成
者
や
ら
ん
」

鬼�　
「
ヲ
ヽ
我
ハ
是　

春
の
疫
癘
夏
の
瘧
病
秋
の
血
腹
冬
の
痎
病
一
切
病
の
司
と
成
て
民
の
命
を
取
喰
ふ
大
疫
神
と
は
我
が
事
な
り
」

神�　
「
汝
我
が
教
に
随
て
外
津
国
へ
退
く
か　

左
も
な
く
バ
汝
が
運
命
と
ゞ
め
ん
事　

只
今
の
事
也
」

鬼�　
「
い
か
に
鐘
馗
太
神
の
守
護
成
と
も　

我
此
国
ニ
入
来
れ
バ
国
々
村
々
か
け
廻
り
家
々
竈
々
に
押
入
て　

稚
き
者
を
ば
ひ
ね
り
殺
し　

老
た
る
者
は
掴
ひ
し
ぎ　

さ
か
ん
成
者
と
見
る
な
ら　

五
臓
六
腑
へ
わ
け
入
肝
の
た
ば
ね
を
喰
ち
ぎ
り　

民
の
命
を
取
尽
し
大
日
本
の

神
国
を
魔
国
に
な
さ
で
置
く
べ
き
か
」

⑤　

�「
神
楽
舞
之
部　

鐘
馗
」一
九
四
六
年
頃「
島
根
縣
邑
智
郡
矢
上
村　

神
楽
舞　

矢
上
神
楽
団　

筋
書
」（
邑
智
郡
邑
南
町
、
大
元
神
楽

伝
承
館
蔵
） 

〽
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
め
に　

八
重
垣
作
る　

そ
の
八
重
垣
を
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素�

戔
嗚
命　
「
抑
々
是
れ
は
武タ
ケ
ハ
ヤ速
素
戔
嗚
命
と
い
ふ
者
な
り
、
さ
れ
ば
其
の
昔
異
国
に
渡
り
し
時　

自
ら
鐘シ
ョ
ウ
キ馗
大
臣
と
名
の
り
人
々
を
苦

し
め
し
虚キ
ョ
モ
ウ魍
と
い
へ
る
悪
魔
を
退
治
せ
し
が
、
其
の
怨
念
か
眷
属
か
、
近
頃
我
が
国
に
来
り
諸
人
を
悩
ま
す
と
聞
く
、
如
何
な
る
も
の

か
こ
れ
を
尋
ね
て
退
治
せ
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

虚
魍　
「
吾
れ
に
立
ち
向
ふ
は
如
何
な
る
者
ぞ
」

素
戔
嗚
命　
「
抑
々
こ
れ
は
武
速
素
戔
嗚
命
と
い
へ
る
者
な
り　

汝
は
如
何
な
る
魔
王
ぞ
や
」

虚
魍�　
「
お
ゝ
吾
れ
は
こ
れ　

春
の
疫
癘　

夏
の
□カ
ク
グ□
、
秋
の
血
腹
に
冬
の
咳ガ
イ

病
、
一
切
の
病
の
司
と
な
っ
て
人
の
命
を
取
り
喰
ふ
大
疫

魔
神
虚
魍
と
は
我
が
事
な
り

素�

戔
嗚
命　
「
汝
言
ふ
こ
と
愚
か
な
り　

吾
が
言
葉
に
従
っ
て
退
散
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
汝
が
運
命
ど
ゞ
め
ん
こ
と
唯
今
の
事
ぞ
よ
」

虚�

魍　
「
あ
ら
〳
〵
面
白
し
〳
〵
、
如
何
に
鍾
馗
大
臣
な
れ
ば
と
て
、
吾
れ
は
多
く
の
眷
属
を
引
き
連
れ
て
、
家
々
の
竈
々
に
押
入
っ

て
、
幼
き
者
と
見
る
時
は
捻
り
殺
し
、
老
い
た
る
者
と
見
る
時
は
掴
み
殺
し
又
壮サ
カ

ん
な
る
者
と
見
る
時
は
五
臓
六
腑
に
分
け
入
っ
て
肝キ
モ

の
た
ば
ね
を
喰
ひ
千
切
り　

民
の
命
を
取
り
絶
え
さ
で
置
く
べ
き
か
」

素
戔
嗚
命　
「
面
白
し
〳
〵
、
さ
れ
ば
こ
れ
よ
り
勝
負
を
決
せ
ん
」

⑥　

�「
鐘
馗
」
一
九
五
三
年
「
原
田
恒
作
よ
り
原
田
厚
口
伝
に
よ
る
伝
承　

三
瓶
川
流
神
楽
舞
口
上
帳　

乙
原
舞
子
連
中
」（
邑
智
郡
美
郷

町
、
大
元
神
楽
伝
承
館
蔵
）

須�

佐
之
男
命　
「
そ
も
〳
〵
こ
れ
は
日
の
神
の
弟
須
佐
之
男
命
と
言
へ
る
神
な
り　

吾
れ
そ
の
昔
唐
国
に
渡
り
自
ら　

鐘
馗
大
神
と
名
宣

り　

そ
の
強
豪
と
い
へ
る
者
を
退
治
せ
し
が
其
の
怨
念
か
眷
属
か
今
は
我
が
国
に
入
り
来
た
り
世
人
に
悩
み
を
為
す
と
聞
く　

依
て
こ

れ
を
探
ね
ば
と
思
ふ
な
り
」

胴
方　
「
御
急
ぎ
な
さ
れ
候
」

大
疫
神　
「
お
ゝ
吾
れ
に
立
ち
向
ふ
は
如
何
な
る
神
に
て
ま
す
ま
す
や
」

須
佐
之
男
命　
「
日
の
神
の
弟
須
佐
之
男
命
と
言
へ
る
神
な
り　

汝　

如
何
な
る
も
の
な
ら
ん
や
」
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大�

疫
神　
「
お
ゝ
吾
れ
は
こ
れ
春
の
厄
れ
い
夏
は
冷
え　

秋
の
ち
は
ら
に
冬
の
が
い
病
一
切
病
の
司
と
な
っ
て
民
の
命
を
取
り
喰
ふ
大
疫

神
と
は
吾
が
事
な
り
」

須�
佐
之
男
命
「
汝
吾
が
訓
へ
に
従
い
て
早
く
外
国
に
退
り
ぞ
く
や　

さ
も
な
く
ば
汝
の
運
命
止
め
ん
事
只
今
の
事
な
り
」

大�

疫
神　
「
あ
ゝ
お
か
し
や
な
〳
〵
吾
れ
こ
の
国
に　

入
り
来
た
り
国
々
家
々
竈
々
に
押
入
り
て　

小
さ
き
も
の
は
ひ
ね
り
殺
し
大
な
る

者
は
掴
み
ひ
し
ぎ　

又
に
盛
ん
な
る
者
と
見
へ
る
と
き
は
五
臓
六
腑
に
分
け
入
り
肝
の
か
ば
ね
を
喰
い
ひ
し
ぎ
大
日
本
神
国
を
一
度
魔

国
に
為
さ
い
で
お
く
べ
き
か
」

⑦　

�「
鐘
馗
」
一
九
五
四
年
「
八
調
子
神
楽
台
本
」
篠
原
実
編
『
校
訂
石
見
神
楽
台
本
』
神
楽
振
興
会
（
浜
田
市
）

〽
千
早
ふ
る
荒
ぶ
る
も
の
を
拂
は
ん
と
出
で
立
ち
ま
せ
る
神
ぞ
貴
き

〽
目
に
見
え
ぬ
神
の
心
の
神
事
は
か
し
こ
き
も
の
ぞ
凡
に
な
思
ひ
そ

〽
世
の
中
の
善
き
も
悪
し
き
も
こ
と
ご
と
に
神
の
心
の
し
わ
ざ
に
ぞ
あ
る

〽
よ
き
人
を
世
に
苦
し
む
る
禍
つ
日
の
神
の
心
の
す
べ
も
す
べ
な
さ

〽
皇
神
の
愛
ぐ
く
思
ほ
す
人
草
ぞ
世
の
中
の
人
惡
く
す
な
ゆ
め

〽
千
早
ぶ
る
神
の
心
を
和
め
ず
は
八
十
の
禍
事
な
に
と
の
が
れ
ん

〽
世
の
中
を
安
か
ら
し
め
ん
と
千
早
ふ
る
荒
ぶ
る
も
の
を
や
ら
ひ
ま
し
け
る

〽
八
雲
た
つ
出
雲
の
神
を
い
か
に
思
ふ
建
須
佐
之
男
を
人
は
知
ら
ず
や

神�　
「
我
は
鍾
馗
と
い
へ
る
神
な
り
。
こ
の
頃
玄
宗
皇
帝
疫
神
の
た
め
に
冒
さ
れ
悩
む
と
聞
く
。
我
そ
の
病
を
救
は
ん
が
た
め
、
か
の
疫

神
を
退
治
せ
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

鬼　
「
そ
れ
に
立
ち
向
ふ
た
る
神
は
い
か
な
る
神
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
」

神　
「
我
は
鍾
馗
と
い
へ
る
神
な
り
。
汝
い
か
な
る
者
や
ら
ん
」

鬼�　
「
お
ゝ
我
は
こ
れ
、
春
の
疫
癘
夏
瘧
癘
、
秋
の
血
腹
に
冬
咳
病
、
一
切
病
の
司
、
疫
神
と
は
我
が
事
な
り
」
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神�　
「
汝
、
麻
呂
が
教
に
從
つ
て
外
つ
国
へ
退
く
か
、
さ
も
な
く
ば
、
こ
の
茅
の
輪
に
十
束
の
宝
剣
を
以
て
汝
が
一
命
打
ち
取
る
こ
と
只

今
な
り
」

鬼�　
「
い
か
に
鍾
馗
大
神
の
守
護
た
り
と
も
、
数
多
の
眷
属
を
引
き
連
れ
て
、
村
々
国
々
を
駈
け
ま
は
り
、
竈
々
に
押
し
入
つ
て
、
幼
き

も
の
は
掴
み
ひ
し
ぎ
、
老
い
た
る
も
の
は
踏
み
殺
し
、
又
元
気
盛
な
る
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、
五
臓
六
腑
に
分
け
入
つ
て
、
肝
の
た
ば

ね
を
食
ひ
ち
ぎ
り
、
民
を
悩
ま
し
、
こ
の
国
を
魔
国
と
な
さ
い
で
お
く
も
の
か

喜�

舞　
「
あ
ら
嬉
し
。
今
ま
で
荒
れ
た
る
疫
神
を
退
治
せ
り
。
こ
の
茅
の
輪
を
門
口
に
掛
け
、
我
を
念
ず
る
輩
は
万
づ
の
疫
の
が
れ
得
さ

せ
ん
」

⑧　

�「
鐘
馗
」
一
九
五
四
年
「
六
調
子
神
楽
台
本
」
篠
原
実
編
『
校
訂
石
見
神
楽
台
本
』
神
楽
振
興
会
（
邑
智
郡
）

神�　
「
抑
自
は
日
の
神
ノ
弟
素
戔
嗚
と
い
へ
る
神
也
去
レ
ば
我
其
昔
韓
国
へ
渡
り
し
時
自
ら
鍾
馗
大
神
と
名
乗
り
虚
耗
と
い
ふ
も
の
を
退

治
せ
し
が
其
怨
念
の
眷
属
が
我
国
へ
渡
り
諸
民
に
悩
み
を
な
す
と
聞　

是
を
尋
ね
ば
や
と
思
ふ
な
り
」

鬼　
「
あ
れ
に
立
向
ふ
た
る
は
い
か
な
る
神
に
て
候
や
」

神　
「
オ
ヽ
我
は
是
鍾
馗
大
神
と
い
ふ
も
の
也
汝
は
い
か
成
者
や
ら
ん
」

鬼�　
「
オ
ヽ
我
は
是
春
の
疫
癘
夏
の
瘧
癘
秋
の
血
腹
に
冬
の
咳
病
一
切
病
の
司
と
成
て
民
の
命
を
取
喰
ふ
大
疫
神
と
は
我
が
事
な
り
」

神�　
「
汝
我
が
教
に
随
て
外
つ
国
へ
退
く
か
さ
も
な
く
ば
我
が
運
命
と
ゞ
め
ん
事
只
今
の
事
也
」

鬼�　
「
い
か
に
鍾
馗
大
神
の
守
護
成
と
も
我
此
国
に
入
成
れ
ば
国
々
村
々
か
け
廻
り
家
々
竈
々
に
押
入
つ
て
稚
き
者
を
ば
ひ
ね
り
殺
し
老

い
た
る
者
は
掴
ひ
し
ぎ
さ
か
ん
成
者
と
見
る
な
ら
ば
五
臓
六
腑
へ
わ
け
入
つ
て
肝
の
た
ば
ね
を
喰
ち
ぎ
り
民
の
命
を
取
り
盡
し
大
日
本

の
神
国
を
魔
国
に
な
さ
い
で
置
く
べ
き
か
」

⑨　

�「
鐘
馗
」
一
九
五
五
年
「
荒
木
治
郎
氏
述　

市
木
神
楽
台
本
荒
木
治
郎
、
尼
川
尚
明
写
」（
邑
智
郡
邑
南
町
、
大
元
神
楽
伝
承
館
蔵
）

〽
八
雲
た
つ　

出
雲
八
重
垣
妻
ご
め
に　

八
雲
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を
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神�　
「
抑
〃
こ
れ
は　

日
の
神
の
弟
武
早
素
盞
嗚
命
と
言
へ
る
神
な
り　

我　

昔
唐
国
に
渡
り
虚ヂ
ゴ
ウ耗
と
云
う
も
の
を
退
治
し
そ
の
怨
念
か

　

眷
属
か　

今
我
が
国
に
渡
り　

諸
民
に
悩
み
を
成
す
と
聞
く　

こ
れ
は
如
何
な
る
者
か　

尋
ね
ば
や
と
思
う
な
り
」

鬼　
「
あ
れ
に
み
え
し
は
何
者
ぞ
や
」

神　
「
我
は
是
れ　

日
の
神
の
弟
武
早
素
盞
嗚
命
と
云
へ
る
神
な
り　

汝
は
如
何
な
る
者
ぞ
や
」

鬼�　
「
お
お
我
は
是
れ　

春
の
疫
癘　

夏
の
□ヘ

イ癘　

秋
血
の
腹
に　

冬
の
害
病　

一
切
病
の
司
と
な
っ
て　

大
疫
神
と
は
我
が
事
な
り

神�　
「
あ
ら　

愚
か
〳
　〵

汝
麿
が
教
に
従
つ
て
早
く
外
つ
国
へ
退
く
か　

さ
も
な
く
ば
汝
の
一
命
止
め
ん
こ
と
只
今
の
事
な
り
」

鬼�　
「
如
何
に
鍾
馗
大
神
の
私
語
な
れ
ば
と
て　

大
き
な
者
は
踏
み
殺
し　

小
さ
い
者
は
ひ
ね
り
つ
ぶ
し　

又
盛
ん
な
る
者
と
み
る
時
は

五
臓
六
腑
を
喰
い
破
り　

今
此
の
日
本
は
神
国
な
れ
ど　

一
度
は
魔
国
に
せ
い
で
お
く
も
の
か
」

⑩　

�「
鐘
馗
」
一
九
八
〇
年
「
神
楽
台
本
／
桜
江
町
市
山
／
長
谷
川
鐵
男
」（
江
津
市
桜
江
町
、
大
元
神
楽
伝
承
館
蔵
）

神�　
「
抑
々
自
ら
は　

日
の
神
の
弟
素
戔
嗚
尊
と
い
え
る
神
也　

去
れ
ば
我
そ
の
昔　

唐
国
え
渡
り
し
時　

自
ら
鐘
馗
大
神
と
名
乗
り　

虚
耗
と
い
ふ
も
の
を
退
治
せ
し
が　

そ
の
怨
念
の
眷
属
か
我
が
国
へ
渡
り
諸
民
に
悩
み
を
な
す
と
聞
く　

是
れ
を
尋
ね
ば
や
と
思
ふ
な

り
」

鬼　
「
あ
れ
に
立
向
ひ
た
る
は
い
か
な
る
神
に
て
候
や
」

神　
「
お
ゝ
我
は
是　

鐘
馗
大
神
と
い
へ
る
者
な
り
汝
は　

い
か
な
る
者
や
ら
ん
」

鬼�　
「
お
　ゝ

我
は
こ
れ
春
の
疫
癘
夏
の
瘧
病
秋
の
血
腹
に
冬
の
痎
病　

一
切
病
の
司
と
成
っ
て　

民
の
命
を
取
喰
ふ
大
疫
神
と
は
我
が

事
な
り
」

神�　
「
汝
愚
か
〳
〵
我
が
教
え
に
隋
っ
て　

早
く
外
国
へ
退
く
か　

□
も
な
く
ば
汝
が
運
命
と
ゞ
め
ん
事
只
今
の
事
な
り
」

鬼�　
「
い
か
に
鐘
鬼
大
神
の
守
護
な
り
と
も
我
こ
の
国
に
入
り
来
れ
ば
国
々
村
　々

か
け
め
ぐ
り
家
々
竈
々
に
押
入
っ
て
稚
き
者
を
ば
ひ

ね
り
殺
し
老
ひ
た
る
者
は　

掴
ひ
し
ぎ
盛
ん
な
る
者
と
見
る
な
ら
ば
五
臓
六
腑
へ
わ
け
入
り
て
肝
の
た
ば
ね
を
喰
ひ
ち
ぎ
り
民
の
命
を

　

取
り
尽
し　

大
日
本
の
神
国
を
魔
国
に
な
さ
い
で　

お
く
も
の
か
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⑪　
�「

鐘
馗
」
一
九
八
七
年
「
旧
宇
都
井
神
楽
団
に
伝
え
ら
れ
た
大
元
神
楽
に
付
い
て　

宇
都
井
有
起
保
存
会　

松
島
悟
」（
邑
智
郡
邑
南

町
、
大
元
神
楽
伝
承
館
蔵
）

〽
八
雲
立　

出
雲
八
重
垣
つ
ま
こ
め
て　

八
重
垣
つ
く
ろ　

そ
の
の
八
重
垣

神�　
「
そ
も
そ
も　

こ
れ
は　

日
の
神
の
弟
須
佐
之
男
命
と
云
え
る
神
な
り　

我
れ
其
の
昔　

唐
国
に
渡
り
し
時　

自
か
ら
鐘
馗
大
神
と

名
の
り　

鐘
と
云
ふ　

魔
王
を
一
人
退
治
し　

そ
の　

お
ん
ね
ん
か　

け
ん
ぞ
く
か　

今
我
が
国
に
と
び
き
た
り　

日
に
日
に
諸
人
を

な
や
ま
す
よ
し　

い
か
な
る
者
や　

こ
れ
を
尋
ね
退
治
せ
ば
や
と　

思
ふ
な
り
」

太
鼓　
「
御
急
な
さ
れ
候
」

神　
「
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

鬼　
「
お
う
ー
我
れ
は
こ
れ　

我
れ
に
ま
し
ま
す
御
神
は
い
ず
れ
の
神
に
て
ま
し
ま
す
か
ー
」

神�　
「
そ
も
そ
も　

こ
れ
は　

日
の
神
の
弟　

須
佐
之
男
命
と
云
え
る
神
な
り　

汝
ぢ　

如
何
な
る
者
や
」

鬼�　
「
春
の
薬
れ
い
夏
が
日
に　

秋
の
千
原
に
冬
の
外
病　

一
切
病
の
つ
か
さ
と
な
っ
て　

万
民
を
取
食
ろ
う　

大
悪
人
と
は　

我
が
事

な
り
」

神�　
「
汝
ぢ　

お
ろ
か
や　

汝
ぢ
我
が
仰
ゝ
せ
に
従
い　

唐
国
に
退
く
か　

さ
も
な
く
ば　

汝
ぢ
の
運
命　

と
ど
め
ん
事　

只
今
の
事
な

り
」

鬼�　
「
あ
ゝ
か　

お
か
し　

あ
か
お
か
し　

い
か
に
鍾
馗
大
神
と
云
え
ど
も　

我
れ　

此
の
地
に　

い
る
な
れ
ば　

日
本
国
々
か
け
廻
り

　

か
ま
ど　

か
ま
ど
に
押
入
っ
て　

幼
き
者
を
ば　

ひ
ね
り　

つ
ぶ
し　

老
い
た
る
も
の
は
二
本
の
指
で　

ひ
ね
り
つ
ぶ
し　

又
元
気

さ
か
ん
な
者
を
み
た
時
は　

ご
ぞ
う
ろ
っ
ぷ
に
訳
け
入
っ
て　

腹
の
た
ば
ね
を　

食
い
ち
ぎ
り　

民
の
命
を
取
り
つ
く
し　

大
日
本
の

神
国
を
今
一
度
魔
国
に　

な
さ
い
で　

お
く
べ
き
か
ー
」

太
鼓
よ
り　

よ
ろ
こ
び
の
歌

〽
あ
ら
う
れ
し　

あ
ら
よ
ろ
こ
ば
し
こ
れ
や
こ
の
舞
い
た
て
ま
つ
る　

さ
か
え
ま
し
ま
す
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其
の
他

〽
あ
ら
う
れ
し　

天
に
黄
金
の
花
咲
け
ば　

地
に
白
金
の　

実
こ
そ
な
り
け
る
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石见见神乐乐曲目《钟钟馗》的形成及内容

摘要

钟馗是中国唐代传说中的人物，在中日两国民间被信奉为防疫辟邪之神。通过中世
纪以来的绘画、护身符、手工艺品等事例可以看出钟馗在日本被广泛接纳。本论文以岛
根县西部民俗艺能—石见神乐曲目中的《钟馗》为例，基于石见浜田以东地区发现的近
世《役指帐》及近代以后的剧本，对此曲目的形成及内容进行了考察。迄今为止，《钟馗》
曲目一般被认为是《备后国风土记》逸文中的苏民将来传说和谣曲《钟馗》结合而成的作
品。通过近世《役指帐》的记载可以得知：《钟馗》在18世纪中叶已经成为该地区的神乐
曲目。通过比较近代以后剧本中的（一）出场人物及其真实身份、（二）神所持物品及表
象、（三）神乐歌曲、（四）大太鼓手的相互关系，可以发现：四个地区的传承内容明显略
有不同。该曲目以祛除疫病之鬼为主题，与谣曲关联有限。今后，通过比较石见地区内
外的类似曲目，将为研究当地民间信仰及神乐的形成提供线索。

关键词：钟馗　民俗艺能　石见神乐　岛根县

― 209 （32） ―


